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令
和
３
年
３
月
町
議
会
定
例
会
に
お

け
る
町
長
の
施
政
方
針
を
要
約
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

周
防
大
島
町
長　

藤
本　

淨
孝

　

昨
年
10
月
25
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
選
挙

を
経
て
、
11
月
14
日
に
町
長
に
就
任
し
て
か

ら
お
よ
そ
4
カ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。「
た
の
し
い
島
」「
住
み
た
い
島
」「
い

き
た
い
島
」
を
目
標
に
夢
と
情
熱
を
忘
れ
ず
、

親
・
子
・
孫
の
３
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
地
域
づ
く
り
を
議
員
各
位
並
び
に

町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
観
点
か
ら
、
町
が
主
催
す
る
行
事
の
多

く
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
従

い
ま
し
て
皆
さ
ま
と
お
会
い
す
る
機
会
が
減

り
、
希
望
や
要
望
を
伺
う
こ
と
が
で
き
な
い

日
々
が
続
い
て
お
り
、
誠
に
残
念
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
は
、
感
染
症
対
策
を
し
っ

か
り
行
う
体
制
を
整
え
た
上
で
の
行
事
開
催

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
次
第

で
す
。

　

令
和
３
年
度
の
当
初
予
算
に
お
き
ま
し
て

は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
講
じ
る
事
業

は
最
低
限
に
留
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
今
後
、
国
の
補
正
予
算
等
を
最

大
限
に
活
用
し
、
新
年
度
の
補
正
予
算
に
よ

り
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
し
て
い
る

た
め
で
す
。

　

そ
し
て
、
本
当
に
困
窮
し
て
お
ら
れ
る
町

民
の
方
々
に
対
し
、
力
に
な
れ
ま
す
よ
う
計

画
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
か
、
こ
れ
ら
の

方
針
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
た
く
存
じ

ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
症
対
策
に
お
け
る
大
き
な
希

望
で
あ
り
ま
す
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

国
や
県
の
見
解
で
は
予
定
よ
り
接
種
開
始
が

遅
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
都
市
部
で
の

緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

て
い
る
段
階
に
あ
り
ま
す
が
、
変
異
種
の
出

現
も
あ
り
、
本
町
で
も
感
染
対
策
を
再
確
認

し
、
引
き
続
き
町
民
一
体
と
な
っ
て
徹
底
し

た
感
染
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
早
期
健

全
化
基
準
を
数
字
上
で
は
下
回
っ
て
い
る
も

の
の
、
財
政
構
造
の
弾
力
化
を
判
断
す
る
経

常
収
支
比
率
に
お
い
て
は
、
令
和
元
年
度
で

97
・
１
％
と
４
年
連
続
95
％
を
超
え
て
の
大

変
高
い
数
値
と
な
っ
て
お
り
、
財
政
構
造
の

硬
直
化
が
一
層
進
ん
で
い
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
主
要
財
源
で
あ
る
普
通
交

付
税
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
国
勢
調
査
に

よ
る
人
口
減
少
の
影
響
に
よ
り
大
幅
な
減
額

を
見
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
、
令
和

３
年
度
は
、
本
町
の
財
政
運
営
の
転
換
点
に

あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
変
厳
し
い
財
政

状
況
に
直
面
す
る
こ
と
か
ら
、さ
ら
な
る
「
財

政
の
健
全
化
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
身
の
丈
に
合
っ
た
予
算
・

決
算
規
模
へ
の
移
行
や
財
政
の
健
全
性
を
図

る
た
め
の
義
務
的
経
費
等
の
縮
減
、
安
定
し

た
財
政
運
営
の
た
め
の
基
金
確
保
等
の
財
政

環
境
の
改
善
に
努
め
、
危
機
感
を
持
っ
て
効

率
的
な
行
財
政
運
営
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
３
年
度
は
、
本
町
の
行
財

政
運
営
の
指
針
で
あ
り
、
行
政
運
営
の
最
上

位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
「
周
防
大
島
町
総
合

計
画
」
を
は
じ
め
、「
行
政
改
革
大
綱
」、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」、「
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」、「
障
害
者
計
画
」
な

ど
の
福
祉
関
係
の
諸
計
画
や
「
健
康
増
進
計

画
」
等
の
初
年
度
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
各

計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
町
民
自

ら
が
主
体
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

過
疎
・
少
子
高
齢
化
問
題
は
、
本
町
に
限

ら
ず
我
が
国
全
体
の
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、

「
定
住
対
策
」
は
、
そ
の
町
の
行
政
機
能
を

維
持
す
る
た
め
に
も
必
ず
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
移
住
相
談
を
は
じ
め
と
し

て
、
若
者
定
住
促
進
住
宅
建
設
事
業
、
廃
校

や
空
家
等
の
遊
休
施
設
を
活
用
し
た
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
等
の
「
定
住
対
策
」

に
「
や
れ
る
こ
と
は
す
べ
て
や
る
」
と
い
う

意
識
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
令

和
２
年
度
に
第
２
期
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
総
合
戦
略
で
は
、「
安
定
し
た
雇
用
を

創
出
す
る
」、「
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く

る
」、「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
・

教
育
の
希
望
を
叶
え
る
」、「
安
心
な
く
ら
し

を
守
り
連
携
す
る
地
域
を
創
造
す
る
」
と
い

う
４
つ
の
基
本
的
な
施
策
の
方
向
性
を
示
し

な
が
ら
、
※

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
や
目
標
と
方

向
性
を
同
じ
く
し
、
本
総
合
戦
略
を
推
進
す

令
和
３
年
度 

町
長
施
政
方
針

 

定
住
対
策
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る
こ
と
に
よ
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に
も

資
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
政
策
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
産

業
振
興
に
よ
る
や
り
が
い
・
稼
げ
る
仕
事
の

場
の
創
出
」、「
ま
ち
の
魅
力
を
活
か
し
た
新

た
な
人
と
企
業
の
呼
び
込
み
」、「
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
・
教
育
環
境
の
整
備
充
実
」、「
持

続
可
能
な
地
域
社
会
の
創
造
」
に
よ
り
、
地

域
が
自
ら
創
意
工
夫
、
地
域
の
個
性
を
最
大

限
に
発
揮
し
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
方

創
生
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
、
子
育
て
世
代
の
代
表
と
し
て
、

山
口
県
一
の
子
育
て
し
や
す
い
制
度
と
環
境

を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
・
教

育
の
希
望
が
叶
う
よ
う
、
町
民
が
安
心
し
て

妊
娠
・
出
産
す
る
た
め
の
環
境
整
備
づ
く
り

を
継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
、
経

常
的
な
財
源
等
の
確
保
も
あ
り
ま
す
の
で
、

次
年
度
以
降
に
財
源
の
確
保
が
で
き
次
第
、

段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

教
育
に
お
い
て
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
実
現
に
向
け
て
時
代
に
即
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
を
引
き
続
き
推
進
し
、
小
中
学
校
に

貸
与
す
る
一
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
有
効
活

用
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
力
向
上
と
英
語
教
育
や
将
来
の

Ｕ
タ
ー
ン
を
促
す
た
め
の
郷
土
愛
を
育
む
機

会
の
充
実
を
図
り
、
ハ
ワ
イ
と
の
語
学
・
文

化
・
歴
史
交
流
も
深
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
現
在
、
山
口
大
学
、
大
島
商
船

高
等
専
門
学
校
と
で
包
括
連
携
協
定
に
よ
り

地
域
社
会
の
発
展
、
産
業
・
教
育
振
興
へ
の

連
携
協
力
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
新
た
に

山
口
県
立
大
学
、
周
防
大
島
高
校
と
本
町
と

の
３
者
に
よ
る
包
括
連
携
協
力
に
関
す
る
協

定
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
地
域
の
活
性
化
と
相

互
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」
の
よ
う

に
、
地
域
に
よ
っ
て
は
こ
れ
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
す
自
然
災
害
を
目
の
当
た
り

に
す
る
こ
と
も
頻
繁
に
な
っ
た
今
日
、
自
治

体
へ
の
課
題
は
地
域
防
災
力
の
強
化
と
共

に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
の
あ
り
方
な
ど

幅
広
い
対
応
も
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
「
安
心
・
安
全
」
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
防
災
対
策
、

災
害
対
策
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域

が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
実
効
性
の
あ
る

自
主
防
災
組
織
の
育
成
支
援
や
「
自
助
」「
共

助
」「
公
助
」
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
意
識
付

け
な
ど
を
重
点
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
民

生
委
員
等
の
地
域
の
福
祉
や
消
防
組
織
、
そ

し
て
自
治
体
と
の
連
携
強
化
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
人
材
育
成
と
と
も
に
、
支
え
合
い
や

避
難
行
動
な
ど
に
お
い
て
も
本
町
の
特
性
を

生
か
せ
る
防
災
機
能
を
確
立
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
重
点
政
策
の
取
り
組
み
に

つ
き
ま
し
て
は
、
私
に
与
え
ら
れ
た
４
年
間
、

「
勇
気
と
真
心
で
一
緒
に
新
し
い
生
活
の
場

所
を
創
り
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
創
意
工

夫
で
他
の
自
治
体
に
は
な
い
周
防
大
島
町
だ

け
の
施
策
」
を
提
案
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

抱
く
希
望
や
要
望
や
意
見
を
気
楽
に
持
ち
寄

り
、
全
世
代
が
主
人
公
と
し
て
共
通
意
識
を

持
て
る
工
夫
、
仕
掛
け
を
考
察
し
、
提
供
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

周
防
大
島
町
が
、
将
来
的
に
住
み
や
す
く

魅
力
的
で
あ
る
地
域
で
あ
る
た
め
に
は
、
今

年
45
周
年
を
迎
え
る
大
島
大
橋
の
存
在
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
人
の
往
来
や
水
道
、
情
報
網

と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
支
え
る
橋
を
守

る
と
共
に
、
今
後
は
架
け
替
え
も
検
討
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。
大
き
な
夢
で
は
あ
り
ま
す

が
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
思
い
を
共
に
持
ち
続

け
な
が
ら
各
所
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

 

子
育
て
・
教
育
支
援

 

防
災
対
策

ワ
ン
テ
ー
マ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
開
催
し
て
い
ま
す

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
町
政
運
営

に
参
画
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
町
長
自
ら

が
町
民
の
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
出
向
き
、

自
由
な
雰
囲
気
の
中
で
ひ
ざ
を
交
え
て
話

し
合
い
を
行
い
、
町
民
の
「
声
」
を
聴
く

意
見
交
換
会
「
町
長
と
意
見
交
換
会
（
ワ

ン
テ
ー
マ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
で
、
５
～
10
人
程
度
の
参
加

が
見
込
ま
れ
る
団
体
が
対
象
で
す
。（
団

体
を
構
成
し
て
な
い
場
合
で
も
、
代
表
者

（
自
治
会
長
さ
ん
等
）
を
決
め
て
申
し
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
）

　

申
し
込
み
の
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
企
画
課 

広
報
情
報
統
計
班　

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
７

※ＳＤＧ s とは
　Sustainable  Development  Goals

（持続可能な開発目標）の略称で、「誰
一人取り残さない」持続可能でよりよ
い社会の実現を目指す世界共通の目
標です。2015 年９月の国連サミット
において加盟国の全会一致で採択さ
れ、2030 年を達成年限とし、17 の目
標（ゴール）と各目標の具体的な考え
や到達点を示している 169 のターゲッ
トで構成されています。



4広報すおう大島 令和３年 ( 2021 年 ) ４月号

第
２
次
周
防
大
島
町
総
合
計
画

を
策
定
し
ま
し
た

　

町
で
は
、
平
成
18
年
度
に
策
定
し
た
「
周
防
大

島
町
総
合
計
画
」
が
令
和
２
年
度
を
も
っ
て
計
画

期
間
が
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
令
和
３
年

度
か
ら
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
と
そ
の

実
現
に
向
け
た
取
組
を
明
ら
か
に
し
、
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
す
る
た
め
、
こ
の
た
び
「
第
２
次
周

防
大
島
町
総
合
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
や
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で

の
ご
意
見
や
ご
提
案
な
ど
を
参
考
に
審
議
を
重
ね
、

令
和
３
年
２
月
に
総
合
計
画
策
定
審
議
会
か
ら
答

申
を
受
け
、
町
議
会
３
月
定
例
会
に
提
案
し
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

問
政
策
企
画
課 

地
域
振
興
班
☎
74
‐
１
０
０
７

計画期間 ▶令和３年～１２年度
　基本構想 ▶１０年間
　基本計画 ▶ 前期５年間、後期５年間に

分けて策定

年度 3　4　5　6　7　8　9　10　11　12

○ 本町を取り巻く諸情勢とまちづくりの主要課題

■本町を取り巻く諸情勢

・ 人口減少、少子・超高齢社会、東京への一極集中
・安全・安心に対する意識の高まり
・環境に対する意識の変化
・高度情報ネットワーク化とグローバル化
・コミュニティの変容
・自治体のＳＤＧｓへの取組

■まちづくりの主要課題

・少子・超高齢社会を見据えたまちづくり
・活力ある産業の振興
・社会活動を支える生活基盤の整備
・地域づくりを担う人材の育成
・住民主体の自立した地域の形成
・魅力ある地域資源を活用した交流の促進
・保健、医療、介護、福祉サービスの充実
・ 災害や感染症の拡大への備え
・自主自立した健全な行財政運営の推進

○ まちづくりの基本方針

　本町の新たなまちづくりにおいて「たのしい島・すみたい島・いきたい島」の実現を目指すため、すべての分野
にわたって基本とする理念を次のとおり定めました。

豊かに暮らす
● 産業の活性化と、みんなが生き

がいを感じて生き生きと働く場
づくりを進めます。

● 安全・安心・便利・快適・満足
な暮らしと、みんなが健康で元
気なまちづくりを進めます。

個性を活かす
● 豊かな自然や歴史・文化など、

本町が持つ特性を大切にすると
ともに、磨きあげ、個性豊かな
まちづくりを進めます。

● 本町の個性を活かして、人、物、
情報が交流するまちづくりを進
めます。

人が活躍する
● まちの将来を担う人が育ち、住

民一人ひとりが生き生きと輝き
ながら活動する、住民が主役の
協働のまちづくりを進めます。

● みんなで支え合い、やさしさに
あふれたまちづくりを進めます。

⬇まちの将来像
（今後 10 年間で目指すまちの姿）

人と自然が響きあう　笑顔あふれる安心のまち　周防大島
～私たちの　たのしい　すみたい　いきたい島～

▶
▶▶

基本構想　10 年間

前期基本計画 後期基本計画
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政策分野は

持続可能な行財政の推進
公・民協働の推進体制　財源確保と効率的な行政運営　評価と改善の取組

⬇
前期基本計画

（今後取り組むべき主要な施策）

人と自然が響きあう　笑顔あふれる安心のまち　周防大島
～私たちの　たのしい　すみたい　いきたい島～

豊かに暮らす 個性を活かす 人が活躍する

⬇

基本理念は

将来像は

基本目標は
基本目標１

自然と共生した快適で
活力あるまちづくり

基本目標２
人が元気で活躍する

まちづくり

基本目標３
安全・安心で思いやり

に満ちたまちづくり

計画の推進

①�自然と共生した快適で活
力あるまちづくり

● 農林水産業の振興を図るとともに、
商工業の活性化や企業誘致を進め、
若者が生き生きと活躍できる、に
ぎわいあふれるまちを目指します。

● 土地利用、道路・交通をはじめと
した定住環境の整備とともに、自
然環境の保全、廃棄物の減量化・
資源化やリサイクルの推進など地
球にやさしい地域循環型社会の形
成などを進め、快適に暮らせる都
市基盤、生活環境が整ったまちを
目指します。

　本町の目指す将来像の実現のため、３つの基本目標を定めまちづくりを進めていきます。

②�人が元気で活躍するまち
づくり

● 生涯学習の充実等を図り、生きが
いや友好的な地域づくりを目指す
とともに、未来の周防大島町を担
うさまざまな人材を育成します。
また、地域の芸術・文化・スポー
ツの振興などを通して人と人が交
流できるまちを目指します。

● 目標人口の達成に向けて、本町の
魅力ある地域資源を積極的に活用
するとともに、さらなるまちの活
性化を目指します。

③�安全・安心で思いやりに
満ちたまちづくり

● 誰もが生涯を通して健やかに安心
して暮らせるように、保健・医療・
福祉が連携したまちづくりを目指
します。

● 自然災害や感染症などに備えるた
め、住民の生命・財産を守り、「住
みたくなるまち」の実現と安全・
安心に暮らせるまちの実現を目指
します。

○ まちづくりの基本目標

○ まちづくりの基本目標

人
権
・
男
女
共
同
参
画

産

業

の

振

興

生
活
環
境
の
整
備

都
市
基
盤
の
整
備

定

住

の

促

進

学

校

教

育

生

涯

学

習

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

交

流

保　

健　

・　

医　

療

福

祉

防
災
・
消
防
・
救
急

交
通
安
全
・
防
犯
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■一般会計・特別会計予算
会　計　名 予　算　額

一 般 会 計 130 億 9,500 万円

国 民 健 康 保 険 事 業
特 別 会 計 27 億 7,347 万円

後期高齢者医療事業
特 別 会 計 4 億 5,929 万円

介 護 保 険 事 業
特 別 会 計 33 億 1,532 万円

渡 船 事 業 特 別 会 計 8,426 万円

合　　計 197 億 2,734 万円

■水道事業特別会計予算
収 益 的 収 入 8 億 5,071 万円

収 益 的 支 出 8 億 3,704 万円

資 本 的 収 入 3,500 万円

資 本 的 支 出 2 億 2,069 万円

■下水道事業特別会計予算
収 益 的 収 入 11 億   160 万円

収 益 的 支 出 9 億 7,751 万円

資 本 的 収 入 14 億 7,450 万円

資 本 的 支 出 17 億 6,285 万円

■病院事業特別会計予算
収 益 的 収 入 49 億 9,364 万円

収 益 的 支 出 49 億 9,354 万円

資 本 的 収 入    6,398 万円

資 本 的 支 出 8 億 8,515 万円

　

令
和
３
年
度
は
、
本
町
の
行
財
政
運

営
の
基
本
と
な
る
最
上
位
計
画
で
あ
る

新
た
な
総
合
計
画
の
初
年
度
で
あ
り
、

将
来
像
に
掲
げ
た
「
人
と
自
然
が
響
き

あ
う
笑
顔
あ
ふ
れ
る
安
心
の
ま
ち
周
防

大
島
」
の
実
現
に
向
け
て
、
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
た
町
政
運
営
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
子
育
て
・
教
育

支
援
、
防
災
対
策
、
定
住
対
策
な
ど
事

業
の
選
択
と
集
中
に
よ
り
、
継
続
事
業

を
は
じ
め
、
未
利
用
施
設
の
整
理
を
計

画
的
に
実
施
す
る
な
ど
行
財
政
改
革
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
歳
出
の
抑
制
と
予

算
規
模
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
な
が
ら

も
、総
合
計
画
の
三
つ
の
基
本
目
標
「
自

然
と
共
生
し
た
快
適
で
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」、「
人
が
元
気
で
活
躍
す
る
ま

ち
づ
く
り
」、「
安
全
・
安
心
で
思
い
や

り
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に

向
け
た
施
策
を
着
実
に
進
め
る
た
め
の

予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
の
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
た
事
業
を

実
施
す
る
た
め
、
今
後
適
切
に
対
応
し

て
い
く
予
定
で
す
。

※ 

「
町
の
よ
さ
ん
」
と
題
し
て
、
令
和

３
年
度
に
実
施
す
る
主
要
事
業
に
つ

い
て
随
時
、
広
報
紙
に
て
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

歳　出

歳　入

令和３年度　当初予算

人件費　
17 億 5,823 万円

（13.4％）

公債費　
18 億 2,749 万円

（14.0％）

扶助費　
17 億 1,337 万円

（13.1％）

普通建設事業費
9 億 615 万円

（6.9％）

災害復旧事業費  954 万円（0.1％）

物件費　
21 億 5497 万円

（16.5％）維持補修費
760 万円

（0.1％）

補助費等　
31 億 9,204 万円

（24.4％）

積立金
8,378 万円

（0.6％）

繰出金　
14 億 1,050 万円

（10.8％）

予備費 3,000 万円（0.2％）貸付金　　   133 万円（0.0％）
投資・出資金　0 万円（0.0％）

町税　
12 億 6,741 万円

（9.7％）

分担金・負担金
3,722 万円（0.3％）

使用料・手数料　
1 億 8,764 万円（1.4％）

その他（自主財源）
繰越金・諸収入など　
8 億 2,777 万円（6.3％）

地方交付税　
69 億 7,900 万円

（53.3％）

国庫支出金　
10 億 9,489 万円

（8.4％）

町債　
13 億 520 万円

（10.0％）

県支出金　
9 億 2,296 万円（7.0％）

その他（依存財源）
地方消費税交付金など
4 億 7,291 万円（3.6％）

自主財源  17.7％

依存財源  82.3％

今年度の一般会計予算額

130 億 9,500 万円

■一般会計歳入・歳出予算内訳
※１万円未満四捨五入。構成比は小数点以下１位未満を四捨五入
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■基金の状況
区　　分 平成元年度末現在高 令和２年度末現在高（見込） 令和３年度末現在高（見込）

一般会計 87 億 2,999 万円 82 億　   94 万円 76 億 8,688 万円

財政調整基金 59 億　   16 万円 55 億 7,043 万円 51 億 7,404 万円

減債基金 6 億 5,859 万円 5 億 3,182 万円 5 億 3,211 万円

中山間ふるさと・水と土保全対策基金 3,113 万円 3,113 万円 3,113 万円

まち・ひと・しごと創生基金 1 億 4,660 万円 6,727 万円 3,412 万円

県収入証紙購入基金 300 万円 300 万円 300 万円

奨学資金貸付基金 1,001 万円 1,001 万円 1,002 万円

土地開発基金 2 億 7,085 万円 2 億 7,088 万円 2 億 7,091 万円

ちびっ子医療費助成事業基金 1 億 1,943 万円 1 億     293 万円 8,590 万円

観光振興事業助成基金 6,498 万円 5,427 万円 4,281 万円

福祉医療費一部負担金助成事業基金 5,282 万円 6,240 万円 5,157 万円

ふるさと応援基金 8,293 万円 1 億     627 万円 1 億 1,430 万円

ＣＡＴＶ加入促進事業基金 2,225 万円 1,947 万円 1,697 万円

外国語活動推進事業基金 3,205 万円 3,791 万円 2,895 万円

周防大島高等学校通学支援費給付基金 2,719 万円 3,220 万円 2,821 万円

福祉振興基金 ２億 8,123 万円 ２億 6,638 万円 2 億 5,265 万円

医療確保対策事業基金 2,402 万円 2,692 万円 0 万円

合併地域振興基金 10 億　 　5 万円 10 億　   15 万円 10 億　   17 万円

森林環境整備基金 270 万円 750 万円 1,002 万円

特別会計 3 億 7,845 万円 4 億 8,555 万円 4 億 2,479 万円

国民健康保険基金 2 億 4,480 万円 3 億 2,883 万円 3 億 2,894 万円

介護給付費準備基金 1 億 3,365 万円 1 億 5,672 万円 9,585 万円

合　　計 91 億     844 万円 86 億 8,649 万円 81 億 1,167 万円

■地方債の状況
区　　分 平成元年度末現在高 令和２年度末現在高（見込） 令和３年度末現在高（見込）

一般会計 165 億 3,772 万円 162 億 8,518 万円 158 億 5,411 万円

特別会計 150 億 5,530 万円 141 億 4,873 万円 138 億 1,657 万円

簡易水道事業特別会計 3 億 7,692 万円 3 億 8,957 万円 ー

下水道事業特別会計 37 億 4,251 万円 ー ー

農業集落排水事業特別会計 15 億 5,713 万円 ー ー

漁業集落排水事業特別会計 1 億 1,816 万円 ー ー

渡船事業特別会計 710 万円 710 万円 680 万円

水道事業特別会計 16 億 5,303 万円 14 億 9,004 万円 17 億 3,065 万円

下水道事業特別会計 ー 53 億 7,848 万円 59 億 6,210 万円

病院事業特別会計 76 億　   45 万円 68 億 8,354 万円 61 億 1,702 万円

合　　計 315 億 9,302 万円 304 億 3,391 万円 296 億 7,068 万円

※簡易水道事業は、令和３年度から水道事業へ統合しました。
※ 下水道事業、農業集落排水事業および漁業集落排水事業の３事業は、令和２年度から地方公営企業法を全部適用した会計へ

移行しました。
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【
部
長
級
】

▼
産
業
建
設
部
長

　

瀬
川
洋
介
（
農
林
課
長
）

▼
統
括
総
合
支
所
長
兼
大
島
総
合

支
所
長

　

岡
本
義
雄
（
政
策
企
画
課
長
）

▼
教
育
委
員
会
教
育
次
長

　

木
谷　

学
（
教
育
委
員
会
総
務

課
長
）

【
課
長
級
】

▼
政
策
企
画
課
長

　

中
原
藤
雄
（
教
育
委
員
会
総
務

課
総
務
班
長
）

▼
財
政
課
長

　

岡
原
伸
二
（
財
政
課
財
政
班
長
）

▼
農
林
課
長

　

行
田
一
生
（
農
林
課
農
林
振
興

班
長
）

▼
水
産
課
長

　

信
本
健
治
（
総
務
課
消
防
防
災

班
長
）

▼
生
活
衛
生
課
長

　

濱
中
靖
夫
（
商
工
観
光
課
公
共

施
設
管
理
班
長
）

▼
水
道
課
長

　

藤
本
倫
夫
（
財
政
課
長
）

▼
久
賀
総
合
支
所
長

　

辻
田
建
一
（
社
会
教
育
課
長
）

▼
橘
総
合
支
所
長

　

天
河
敏
夫
（
生
活
衛
生
課
長
）

▼
教
育
委
員
会 

総
務
課
長

　

小
泉
周
三
（
水
道
課
長
）

▼
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課
長

　

田
中
政
彦
（
生
活
衛
生
課
公
営

住
宅
班
長
）

【
班
長
級
】

▼
政
策
企
画
課
広
報
情
報
統
計
班
長

　

平
田　

剛
（
政
策
企
画
課
）

▼
総
務
課 

消
防
防
災
班
長

　

齋
藤
裕
也
（
生
活
衛
生
課
）

▼
財
政
課 

財
政
班
長

　

今
尾
勝
則
（
政
策
企
画
課
）

▼
税
務
課
徴
収
対
策
班
長

　

山
本　

健
（
介
護
保
険
課
）

▼
契
約
監
理
課
契
約
監
理
班
長

　

佐
原
正
幸
（
税
務
課
徴
収
対
策

班
長
）

▼
商
工
観
光
課
商
工
観
光
班
長

　

安
達
美
香
（
大
島
総
合
支
所
）

▼
商
工
観
光
課
公
共
施
設
管
理
班
長

　

堀
脇
国
輝
（
福
祉
課
）

▼
農
林
課
農
林
振
興
班
長

　

村
田
孝
二
（
健
康
増
進
課
）

▼
生
活
衛
生
課
公
営
住
宅
班
長

　

中
富
和
志
（
契
約
監
理
課
契
約

監
理
班
長
）

▼
東
和
総
合
支
所
地
域
窓
口
班
長

　

尾
野
栄
嗣
（
健
康
増
進
課
）

▼
教
育
委
員
会
総
務
課
総
務
班
長

　

中
村
和
典（
教
育
委
員
会
総
務
課
）

【
一
般
職
】

▼
会
計
課

　

岡
本
祐
子
（
社
会
教
育
課
）

▼
政
策
企
画
課

　

末
武
良
浩
（
東
和
総
合
支
所
）

　

山
下
瑞
稀
（
大
島
総
合
支
所
）

▼
健
康
増
進
課

　

河
村　

亮
（
総
務
課
）

▼
福
祉
課

　

廣
田
昌
美
（
財
政
課
）

▼
福
祉
課

　

高
橋
景
子
（
東
和
総
合
支
所
）

▼
介
護
保
険
課

　

橋
本
健
一
郎
（
水
産
課
）

▼
介
護
保
険
課

　

飯
田
哲
哉
（
福
祉
課
）

▼
農
林
課

　

泉
口
洸
平
（
水
道
課
）

▼
水
産
課

　

今
村
竜
太
郎
（
大
島
総
合
支
所
）

▼
建
設
課

　

阿
立
悠
葉
（
下
水
道
課
）

▼
生
活
衛
生
課

　

竹
本
香
織
（
税
務
課
）

▼
下
水
道
課

　

奈
良
雅
人
（
建
設
課
）

▼
大
島
総
合
支
所

　

井
宮
昌
美
（
水
道
課
）

▼
大
島
総
合
支
所

　

中
村　

作
（
農
林
課
）

▼
東
和
総
合
支
所

　

岡
野
明
美
（
橘
総
合
支
所
）

▼
東
和
総
合
支
所

　

濵
田　

真
（
政
策
企
画
課
）

▼
教
育
委
員
会
総
務
課

　

仲　

慶
史
（
商
工
観
光
課
）

【
新
採
用
】

▼
政
策
企
画
課　
　
　

井
川
翔
平

▼
総
務
課　
　
　
　
　

大
町
紗
菜

▼
健
康
増
進
課　
　
　

秋
元
允
之

【
再
任
用
】 《　

》
内
は
再
任
用
先

　

平
田
勝
宏
《
日
良
居
出
張
所
》

　

光
井
文
夫
《
久
美
保
育
所
》

町
職
員
の
異
動　
令
和
３
年
４
月
１
日
付　
（　
　

）
内
は
旧
所
属

　

松
永
晴
美
《
介
護
保
険
課
》

　

中
村
満
男
《
総
務
課
》

　

林　

輝
昭
《
橘
総
合
支
所
》

　

藤
井
正
治
《
久
賀
総
合
支
所
》

　

中
村
光
宏
《
橘
総
合
支
所
》

　

永
田
広
幸
《
日
良
居
出
張
所
》

　

藤
井
郁
男
《
久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
》

【
退
職
】（
令
和
３
年
３
月
31
日
付
）

▼
部
長
級

　

中
村
光
宏
（
産
業
建
設
部
長
）

　

永
田
広
幸（
教
育
員
会
教
育
次
長
）

　

山
本　

勲
（
統
括
総
合
支
所
長

兼
大
島
総
合
支
所
長
）

▼
課
長
級

　

濵
野
和
人
（
橘
総
合
支
所
長
）

　

藤
井
郁
男
（
久
賀
総
合
支
所
長
）

　

久
保
嘉
之
（
水
産
課
長
）

▼
班
長
級

　

河
口
明
子
（
東
和
総
合
支
所
地

域
窓
口
班
長
）

　

花
野
千
里
（
政
策
企
画
課
広
報

情
報
統
計
班
長
）

　

田
和
智
博
（
商
工
観
光
課
商
工

観
光
班
長
）

▼
一
般
職

　

宝
満
朱
里
（
会
計
課
）

副
町
長
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

　

３
月
24
日
開
催
の
「
令
和
３

年
第
１
回
周
防
大
島
町
議
会
定

例
会
」
に
お
い
て
、
岡
村
春
雄

氏
を
副
町
長
に
選
任
す
る
こ
と

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

（
任
期　

令
和
３
年
４
月
１
日
～

令
和
７
年
３
月
31
日
）

副町長　岡村春雄
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奥
田
光
生
（
新
採
用
）

　

山
本　

愛
（
新
採
用
）

　

土
井
山
ウ
テ
ナ
（
新
採
用
）

　

中
田
優
実
（
新
採
用
）

　

金
平
真
優
奈
（
新
採
用
）

▼
事
務
室
主
任

　

井
上　

雄
太
（
東
和
病
院
事
務

室
主
任
）

【
さ
ざ
な
み
苑
】

▼
副
看
護
師
長

　

大
原
槌
恵
（
さ
ざ
な
み
苑
副
看

護
師
長
心
得
）

▼
社
会
福
祉
士
主
任

　

中
河
真
理
（
や
す
ら
ぎ
苑
社
会

福
祉
士
主
任
）

▼
介
護
福
祉
士

　

松
田
恵
子
（
や
す
ら
ぎ
苑
介
護

福
祉
士
）

【
や
す
ら
ぎ
苑
】

▼
副
看
護
師
長

　

市
山　

恵
（
や
す
ら
ぎ
苑
副
看

護
師
長
心
得
）

▼
事
務
長
補
佐
兼
企
業
出
納
員

　

村
田
靖
典
（
や
す
ら
ぎ
苑
事
務

長
補
佐
心
得
兼
企
業
出
納
員
）

▼
介
護
福
祉
士

　

堀
田
佑
季
（
さ
ざ
な
み
苑
介
護

福
祉
士
）

【
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
お
お
し
ま
】

▼
管
理
者

　

原
田
敦
子
（
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
や
す
ら
ぎ
管
理
者
）

【
退
職
】（
令
和
３
年
３
月
31
日
付
）

▼
内
科
部
長

　

岩
川
茂
樹
（
東
和
病
院
）

▼
麻
酔
科
医
員

　

上
司
明
子
（
東
和
病
院
）

▼
視
能
訓
練
士

　

中
原
奈
津
美
（
大
島
病
院
）

▼
看
護
師

　

鳥
村
由
香
理
（
大
島
病
院
）

　

渡
辺
明
美
（
大
島
病
院
）

　

河
本
京
子
（
大
島
病
院
）

　

井
口
美
南
海
（
大
島
病
院
）

　

國
田　

心
（
大
島
病
院
）

▼
看
護
補
助
者

　

小
島
邦
子
（
大
島
病
院
）

▼
事
務
室
主
任

　

中
本
龍
哉
（
大
島
病
院
）

▼
管
理
栄
養
士

　

追
田
明
日
香
（
大
島
病
院
）

【
再
任
用
】《　

》
内
は
再
任
用
先

　

村
岡
宏
章
《
病
院
事
業
局
》

　

三
浦
智
明
《
橘
医
院
》

【
病
院
事
業
局
】

▼
総
務
部
財
政
課
長
補
佐

　

岬
崎
真
也
（
総
務
部
財
政
課
経

理
係
長
）

▼
総
務
部
総
務
課
保
健
師

　

兼
田
さ
お
り
（
総
務
部
業
務
課

保
健
師
）

【
東
和
病
院
】

▼
院
長
兼
東
和
病
院
附
属
健
康
管

理
室
所
長

　

足
立　

淳
（
東
和
病
院
副
院
長

兼
外
科
部
長
）

▼
内
科
医
員

　

陣
内
聡
太
郎
（
新
採
用
）

▼
看
護
師

　

林　

寛
那
（
新
採
用
）

　

濵
田
く
れ
あ
（
新
採
用
）

　

木
下
智
子
（
新
採
用
）

▼
事
務
室
主
任

　

柏
村　

翔
（
総
務
部
財
政
課
経

理
主
任
）

▼
事
務
室
主
事

　

木
村
彰
吾（
橘
医
院
事
務
室
主
事
）

【
橘
医
院
】

▼
事
務
室
主
任

　

木
元
哲
平
（
東
和
病
院
事
務
室

主
任
）

【
大
島
病
院
】

▼
看
護
師

病
院
事
業
局
の
異
動　
令
和
３
年
４
月
１
日
付　
（　
　

）
内
は
旧
所
属

　平成 19 年度から、「駐留軍等の再編の円滑な実施に関する特
別措置法」第６条の規定により、在日米軍再編による住民生活
の安全に及ぼす影響が増大する市町村に対し、公共施設の整備、
住民生活の利便性向上や産業の振興に寄与する事業を対象に、
国から再編交付金が交付されています。
　周防大島町には令和２年度に１億 5,534 万 4 千円が交付され、
次の事業を実施しました。

防災に関する事業
 ・漁港高潮対策整備事業（油宇地区）　　　　　         2,000 万円

教育、スポーツ及び文化の振興に関する事業
 ・外国語活動推進事業基金積立　　　　　　　       　2,180 万円

福祉の増進及び医療の確保に関する事業
 ・福祉医療制度自己負担分助成事業基金積立     2,094 万 4 千円
 ・医療確保対策事業基金積立（非常勤医師の確保）         9,260 万円

再編交付金で事業を
実施しました

漁港高潮対策整備事業（油宇）の一部
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保
育
の
完
全
無
償
化
を
実
施

し
て
い
ま
す

■ 

国
の
制
度
に
よ
る
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化

 

・ 

３
～
５
歳
児
の
保
育
料
が
無
償

化
さ
れ
ま
し
た
。
無
償
化
の
期

間
は
、
満
3
歳
に
な
っ
た
後
の

4
月
1
日
か
ら
小
学
校
入
学
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

 

・  

無
償
化
に
伴
い
、副
食
（
お
か
ず
・

お
や
つ
等
）
の
費
用
は
実
費
負
担

に
な
り
ま
す
。（
年
収
３
６
０
万

円
未
満
相
当
世
帯
の
子
ど
も
と
第

3
子
以
降
の
子
ど
も
は
、
副
食
費

が
免
除
さ
れ
ま
す
）

 
・ 
０
～
２
歳
児
は
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
を
対
象
に
保
育
料
が
無

償
化
さ
れ
ま
す
。

 

・ 

認
可
外
保
育
施
設
等
を
利
用
す

る
保
育
の
必
要
性
の
認
定
を
受

け
た
す
べ
て
の
3
～
5
歳
児
お

よ
び
非
課
税
世
帯
の
0
～
2
歳

児
の
保
育
料
が
限
度
額
ま
で
無

償
化
さ
れ
ま
す
。

■ 

町
単
独
事
業
に
よ
る

　

保
育
の
完
全
無
償
化

 

・ 

0
～
２
歳
児
の
住
民
税
課
税
世

帯
の
保
育
料
も
無
償
化
し
ま
す
。

 

・ 

３
～
５
歳
児
の
徴
収
対
象
者
の

副
食
費
を
保
育
所
に
支
給
し
ま

す
。（
限
度
額
ひ
と
り
に
つ
き

４
５
０
０
円
／
月
）

※ 

こ
の
制
度
は
、
周
防
大
島
町
内

に
住
所
を
有
し
、
町
内
の
保
育

所
を
利
用
す
る
子
ど
も
に
限
り

適
用
し
ま
す
。

※ 

町
外
の
保
育
所
を
利
用
す
る
3

歳
未
満
児
に
つ
い
て
は
、
町
単

独
事
業
で
の
保
育
料
の
無
償
化

の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
市

町
村
民
税
の
課
税
額
に
よ
り
決

定
し
、
通
知
し
ま
す
。

保
育
所
英
語
講
師
派
遣
事
業

を
実
施
し
ま
す

　

町
内
の
全
保
育
所
を
対
象
に
年

間
24
回
、
幼
少
期
か
ら
英
語
に
慣

れ
親
し
む
こ
と
で
、
英
語
の
楽
し

さ
を
理
解
し
、
国
際
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
こ
と

を
目
的
と
す
る
保
育
所
英
語
講
師

派
遣
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

保
育
関
係
事
業
の
お
知
ら
せ

問
福
祉
課 

☎
77
‐
５
５
０
５

５
月
12
日
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

　

大
正
６
（
１
９
１
７
）
年
５
月

12
日
に
民
生
委
員
制
度
の
源
と
言

わ
れ
る
「
済
世
顧
問
制
度
（
さ
い

せ
い
こ
も
ん
せ
い
ど
）」
が
岡
山
県

で
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

由
来
し
、
毎
年
５
月
12
日
を
「
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

■
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　

民
生
委
員
法
並
び
に
児
童
福
祉

法
に
よ
り
国
（
厚
生
労
働
大
臣
）

か
ら
委
嘱
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が

安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
し
つ
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

や
暮
ら
し
に
関
す
る
困
り
ご
と
等

の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

定
期
的
に
会
議
や
研
修
会
を
開

催
し
、
資
質
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。

■
主
任
児
童
委
員
と
は

　

児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
中
か
ら
選
出
さ

れ
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を

専
門
的
に
担
当
し
、
家
庭
・
学
校
・

児
童
相
談
所
等
の
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
活
動
し
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
で

す
。
委
員
一
同
が
心
を
ひ
と
つ
に

し
て
、
い
つ
も
住
民
の
皆
さ
ま
の

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

周
防
大
島
町
で
は
、
１
０
７
人

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
８
人

の
主
任
児
童
委
員
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
困
り
ご
と
・
相
談
ご
と
が

あ
る
場
合
は
、
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
に
応
じ
て

適
切
な
関
係
機
関
に
よ
る
支
援
へ

の
「
つ
な
ぎ
役
」
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
は
、
公
務
員
と
同
等
の
守
秘
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

活
動
を
ご
存
知
で
す
か
？

問
福
祉
課 

民
生
福
祉
班
☎
77
‐
５
５
０
５

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

　

5
月
1
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で

の
2
カ
月
間
「
不
正
大
麻
・
け
し

撲
滅
運
動
」
が
全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

麻
薬
の
中
で
、
乱
用
さ
れ
て
社

会
問
題
と
な
る
の
が
、
け
し
か
ら

取
れ
る
ア
ヘ
ン
や
モ
ル
ヒ
ネ
で

す
。
け
し
の
中
で
も
、「
お
に
げ
し
」

や
「
ひ
な
げ
し
」
な
ど
は
、
麻
薬

成
分
を
含
ん
で
お
ら
ず
観
賞
用
と

し
て
植
え
て
も
良
い
の
で
す
が
、

「
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
」、「
ソ
ム
ニ

フ
ェ
ル
ム
種
」
の
け
し
や
「
ハ
カ

マ
オ
ニ
ゲ
シ
」
は
麻
薬
成
分
を
含

ん
で
お
り
、
勝
手
に
植
え
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
大
麻
も
法
律
で
栽
培
が

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
勝
手
に
植
え

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
令
和
２
年
度
は
、
期
間

中
に
県
下
１
１
０
カ
所
に
お
い

て
、
約
2
万
4
千
本
も
の
植
え
て

は
い
け
な
い
け
し
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
麻
、
植
え
て
は
い
け
な
い
け

し
を
発
見
し
た
時
や
見
分
け
方
が

分
か
ら
な
い
時
は
、
最
寄
り
の
県

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
警
察

署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
２
０
（
22
）
３
６
３
１
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地域づくり活動支援事業のお知らせ
　町では、令和３年度に地域づくりを目的とした事業
を行う団体に対し、活動を支援するための補助金を交
付する事業を実施します。

文化振興事業のお知らせ
　町では令和３年度に、教養・文化に対する意識
を高め、豊かな感性と創造性を育むことを目的と
した事業を行う団体に対し、文化の振興に資する
ための補助金を交付する事業を実施します。

■
対
象
団
体

　

周
防
大
島
町
を
主
た
る
活
動
範

囲
と
し
、
３
名
以
上
で
構
成
さ
れ
、

政
治
・
宗
教
・
営
利
の
み
ま
た
は

団
体
の
運
営
経
費
・
備
品
等
の
取

得
を
目
的
と
し
な
い
団
体
（
た
だ

し
、
同
一
内
容
で
3
年
度
認
定
を

受
け
た
事
業
は
除
く
）

■
対
象
事
業

①
新
た
な
個
性
や
特
性
を
育
む

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
シ
ス
テ
ム
を

　

形
成
す
る
事
業

②
地
域
の
個
性
や
特
性
に
磨
き
を

　

か
け
る
人
材
育
成
事
業
、
魅
力

　

発
揮
事
業

③
住
民
参
画
に
よ
る
地
域
づ
く
り

　

の
気
運
を
育
む
イ
ベ
ン
ト
、

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
開
催
事
業

■
補
助
金
額

　

一
団
体
へ
の
支
援
は
、
事
業
費

の
９
割
以
内
と
し
、
新
規
の
活
動

や
小
規
模
な
活
動
を
立
ち
上
げ
、

実
施
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

事
業
に
つ
い
て
は
上
限
20
万
円
、

活
動
の
定
着
・
自
立
化
を
図
る
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
上
限
を
50
万
円
と
し
ま
す
。

支
援
限
度
額
に
事
業
規
模
を
合
わ

せ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

補
助
金
額
は
、
審
査
結
果
に
よ

り
減
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
翌
年
２
月
末
ま
で

に
事
業
が
終
了
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

募
集
要
項
や
様
式
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
各
総
合
支
所
で

入
手
で
き
ま
す
の
で
、
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限

　

５
月
11
日
㈫
必
着

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
企
画
課 

定
住
対
策
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
７

■
対
象
団
体

　

周
防
大
島
町
を
主
た
る
活
動
範

囲
と
し
、
３
名
以
上
で
構
成
さ
れ
、

政
治
・
宗
教
・
営
利
ま
た
は
団
体

の
運
営
経
費
・
備
品
等
の
取
得
を

目
的
と
し
な
い
団
体
（
た
だ
し
、

同
一
内
容
で
3
年
度
認
定
を
受
け

た
事
業
は
除
く
）

■
対
象
事
業

①
地
域
文
化
の
振
興
と
地
域
文
化

　

の
創
造
を
図
る
事
業

②
地
域
文
化
に
親
し
む
環
境
づ
く

　

り
を
育
成
す
る
事
業

③
地
域
文
化
の
高
揚
を
図
り
、
住

　

民
参
加
型
の
文
化
振
興
に
資
す

　

る
事
業

■
補
助
金
額

　

一
団
体
へ
の
補
助
金
は
、
対
象

事
業
費
の
９
割
以
内
と
し
、
上
限

を
20
万
円
と
し
ま
す
。

※ 

補
助
金
額
は
、
審
査
の
結
果
に

よ
り
減
額
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
翌
年
２
月
末
ま

で
に
事
業
が
終
了
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

募
集
要
項
や
様
式
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
各
総
合
支
所
で

入
手
で
き
ま
す
の
で
、
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限

　

５
月
11
日
㈫
必
着

■
問
い
合
わ
せ

　

社
会
教
育
課 

社
会
教
育
班

　

☎
０
８
２
０
（
78
）
２
２
０
５

　

周
防
大
島
町
体
験
交
流
型
観
光
推
進
協
議

会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
昨
年
度
の
受
入
れ
を
全
て
中

止
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
感
染
防
止
対

策
が
可
能
な
体
験
・
人
数
に
絞
り
、
選
択
別

体
験
（
日
帰
り
や
ホ
テ
ル
泊
で
、
カ
ヌ
ー
や

地
引
網
な
ど
グ
ル
ー
プ
で
実
施
す
る
体
験
）

の
受
入
れ
を
実
施
し
ま
す
。
た
だ
し
、
民
泊

体
験
は
３
密
の
回
避
が
困
難
な
た
め
、
８
月

ま
で
受
入
れ
を
中
止
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
受
入
れ
を
次
の
と
お
り
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
３
年
度　

選
択
別
体
験
お
よ
び

民
泊
体
験
の
受
入
れ
に
つ
い
て

選択別体験受入予定（令和３年３月 19 日現在）
実施日 学校 所在地 生徒数

５月 11 日㈫ 和木中学校 山口県和木町    61 人

５月 20 日㈭ 中百舌鳥中学校 大阪府堺市 140 人

10 月 29 日㈮ 瀬戸中学校 岡山県岡山市 123 人

※ 今後の感染状況により、策定した感染防止対策ガイドラ
インに基づき、受入れを中止することがあります。

　　問い合わせ　商工観光課 体験交流推進班
　　　　　　　　☎ 0820（79）1003
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実施日 時間 場所

５月 10 日㈪
11：30 ～ 12：00 和田出張所
13：30 ～ 14：30 油田出張所

５月 11 日㈫
11：00 ～ 11：30 東和総合センター
13：00 ～ 13：30 商工会東和支所
14：00 ～ 15：00 日良居庁舎

５月 12 日㈬
11：00 ～ 12：00

たちばなケアプラザ
13：00 ～ 14：30

５月 13 日㈭
11：00 ～ 11：30 佐連会館
13：00 ～ 14：30 白木出張所

５月 14 日㈮
11：00 ～ 12：00 沖浦農村環境改善センター
13：30 ～ 14：30 蒲野農村環境改善センター

５月 17 日㈪
11：00 ～ 11：30 椋野出張所
13：00 ～ 14：30 農業者健康管理センター

５月 18 日㈫
11：00 ～ 12：00

大島文化センター
13：00 ～ 14：30

※  5 月 19 日㈬から 7 月 30 日㈮までは、山口県計量協会において
実施します。（事前連絡必要）

はかりの定期検査を実施します　～今年は定期検査受検の年です～
　取引または証明に使う「はかり」は計量法の定めにより、２年に１回行われる定期検査に合格しなければ、使用
することができません。今年は、定期検査の年になっていますので、該当する「はかり」をお持ちの方は必ず検査
を受けてください。
　関係者の方（令和元年に受検された方）には、事前に郵送で通知しますが、取引・証明に使用する「はかり」を
所有しているのに通知が届かない方は、商工観光課にお問い合わせください。

■「取引・証明」とは？
　「取引」とは、有償、無償を問わず、物または役
務の給付を目的とする業務上の行為。（はかりを
使って物品を売買したり、運送・保管等に伴う料
金を決める場合など）
　「証明」とは、公にまたは業務上他人に一定の事
実が真実である旨を表明すること。（はかりで量っ
た重量を相手等へ知らせる行為で、病院や学校ま
たは保育園などで健康診断等に用いるものなど）
■検査に持参するもの
　はかり本体（清掃したもの）、手数料
※ ただし、計量士による代行検査を受けているも

の、検定等に合格して間のないもの等は、この
検査を受ける必要はありません。

問商工観光課　☎ 0820（79）1003
　山口県計量振興協会　☎ 083（986）2591

ペットは正しく飼いましょう　

～犬・猫に関する苦情が増えています～

問生活衛生課　☎ 0820（79）1010

犬の飼い主の方へ
○ 犬のフンや尿、鳴き声に対する苦情が後を絶ちませ

ん。散歩中にフンをしたら、袋などに入れて必ず持
ち帰りましょう。尿には水をかけるなどし、臭いの
残らないようにしましょう。また、周辺に配慮し、
無駄吠えをさせないなど正しいしつけをしましょう。

○ 放し飼いは禁止されています。散歩中も必ずつなぎ
ましょう。

○ 飼養施設を常に清潔にして、周辺に迷惑をかけない
ようにしましょう。

○ 生後 91 日以上の犬は、「登録」と毎年１回の「狂犬
病予防注射」が義務付けられています。

○ 死亡したとき、または飼い主の住所や飼い主が変わっ
たときは、届出が必要です。

○ 迷い犬を防ぐためにも、首輪に鑑札・狂犬病予防注
射済票を付けましょう。

猫の飼い主の方へ 
○ 他人の家にフンや尿をしたり、車に上がってキズを

つけたりしていませんか。また、臭いや大きな鳴き
声などで周辺に迷惑をかけていませんか。猫の健康
や安全のためにも、屋内で飼いましょう。

○繁殖を望まない場合は、不妊・去勢手術をしましょう。
○迷い猫を防ぐためにも、名札を付けましょう。

野良猫へのエサやりはやめましょう
　無秩序な野良猫へのエサやり行為は、飼い主のいな
い猫を増やすだけではなく、ノミの発生や悪臭等環境
を悪化させることにつながります。一時的な感情で野
良猫にエサを与えることは絶対にやめてください。

ペットを捨ててはいけません
　愛護動物を遺棄すると法により罰せられます。やむ
を得ず飼うことができなくなった場合は、ご相談くだ
さい。
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“こんなとき” 手続きに必要なもの（欄外下の■を併せてご確認ください）
国民健康保険加入者 後期高齢者医療保険加入者

他の市区町村から転入したとき 転出証明書 転出証明書・負担区分証明書等
（前住所地で申請し交付を受けた場合）

転出・転居・世帯変更するとき
世帯主や氏名等が変わったとき

保険証 保険証

修学のため別に住所を定めるとき 保険証・在学証明書 ー
社会保険を脱退したとき 社会保険を脱退した証明書 ー
社会保険に加入したとき 国保・社保両方の保険証 ー
子どもが生まれたとき 保険証・母子健康手帳 ー
加入者が死亡したとき 保険証・死亡を証明するもの 保険証・死亡を証明するもの
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書 保護廃止決定通知書
生活保護を受けるようになったとき 保険証・保護決定通知書 保険証・保護決定通知書
交通事故など第三者から傷害を受け
保険証を使用したとき

保険証・事故証明（交通事故の場合） 保険証・事故証明（交通事故の場合）

保険証を紛失したとき 本人であることを証明するもの 本人であることを証明するもの

一定の障害がある 65 歳以上 75 歳未
満の方で、医療保険の変更手続きを
するとき

〈国保から後期に変更の場合〉
年金証書、身体障害者手帳・医師の診断書
等障害の程度を確認できる書類・保険証

〈後期から国保に変更の場合〉
保険証

国民健康保険と後期高齢者医療保険のどちらに加入するか選択できます。
■手続きに必要なもの（共通）　 該当する方の印鑑／マイナンバーカードまたは通知カードと本人確認書類（運転免許証等の身

分証明書）　※代理申請の場合は、代理の方の身分を証明するものもお持ちください。

国民健康保険と後期高齢者医療保険に加入の皆さまへ 各種届出は、各総合支所・出張所で手続き
できます。詳しくはお問い合わせください。

問健康増進課 医療保険班　☎ 73-5502“こんなとき” は、役場に届出が必要です

生涯学習講座のご案内　

　町内にお住まいの方を対象に生涯学習講座を実施します。受講には事前登録が必要ですので、各問い合わせ先に
お申し込みください。

講座名 期間および回数 内容 場所 問い合わせ

悠遊教室
５月～翌年３月 研修視察、人権に関する講座、健

康講座等（受講費：研修視察費・
教材費自己負担有）

久賀総合センター
久賀公民館 
☎ 72-2271
℻ 72-0491

７回（予定）

生涯学習教室
５月～翌年２月 先人学習講座、環境学習講座、金融・

経済講座等（受講費：無料）３回（予定）

はつらつ講座

５月～翌年３月
音楽に関する講座、健康に関する
講座、身体に関する講座、人権に
関する講座、研修視察（受講費：
研修視察費・教材費自己負担有）
※研修視察は参加条件あり

大島文化センター
大島公民館
☎ 74-3800
℻ 74-3999７回（予定）

かがやき塾

６月～翌年３月
健康体操、ミニコンサート、地球
温暖化に関する講座、人権に関す
る講座、研修視察、特別講座（受
講費：研修視察費・教材費自己負
担有）

東和総合センター
社会教育課
☎ 78-2205
℻ 78-5067７回（予定）

おれんじ倶楽部
５月～翌年２月 研修視察、出前講座、調理実習等

（受講費：研修視察費・教材費自己
負担有）

橘総合センター
橘公民館
☎ 77-0100
℻ 77-1673５回（予定）
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　令和３年３月をもって、油田小学校、久賀中学校、東和中学校および安下庄中学校が閉校しました。３月 27 日には東和中学校と油田小学校で、３月 28 日には安下庄中学校と久賀中学校で閉校式典が行われ、
在校生をはじめ、関係者の方が参加し、母校との別れを惜しみました。油田小学校は、森野小学校と統合し、中学校においては、４月に開校した周防大島中学校で新たな歴史を築いていきます。

あ
り
が
と
う
油
田
小
学
校

油
田
小
学
校
　
校
長
　
河
野
　
達
信

　
「
光
は
海
に
す
き
と
お
り
、

緑
は
町
に
し
み
と
お
る
」
油
田

小
学
校
は
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
、
地
域
の
皆
様
と
と
も
に

１
４
７
年
も
の
歴
史
を
歩
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
過
疎
化
、
少
子
化
等
の
影

響
に
よ
り
児
童
数
の
減
少
が
続
き
、
令
和
３
年
３
月
末
を
も
っ

て
閉
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
り
、
本
校
を
支
え
育
て
て
い
た
だ
い

た
地
域
の
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
そ
う
と
、
令
和
２
年

度
は
、「
あ
り
が
と
う
油
田
小
、
最
後
ま
で
感
謝
の
気
持
ち
で
最

高
の
思
い
出
を
作
ろ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
油
田
小
一
丸
と

な
っ
て
、
運
動
会
や
学
習
発
表
会
等
、
閉
校
を
記
念
す
る
様
々

な
行
事
を
通
し
て
、
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な

喜
び
や
自
信
と
な
り
、
い
つ
ま

で
も
心
に
残
る
大
切
な
思
い

出
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
油
田
小
学
校
に

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
厚
情

に
深
く
敬
意
と
感
謝
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
油
田
地
区
の

発
展
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

油
田
小
学
校

作
詞　

星
野
哲
郎

　

校  

歌

作
曲　

中
村
千
里

一
、
光
は
海
に　

す
き
と
お
り

　
　

緑
は
町
に　

し
み
と
お
る

　
　

こ
の
さ
わ
や
か
な　

し
お
風
を

　
　

胸
に
す
い
こ
む　

感
激
を

　
　

努
力
に
向
け
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

油
田
小
学
校

二
、
み
ん
な
の
中
の　

そ
の
ひ
と
り

　
　

多
く
の
中
の　

た
だ
ひ
と
り

　
　

自
信
と
そ
し
て　

責
任
を

　
　

き
ょ
う
も
教
え
る　

鯛
の
峰

　
　

い
っ
し
ょ
に
登
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

油
田
小
学
校

三
、
あ
し
た
に
つ
づ
く　

そ
の
一
歩

　
　

こ
の
一
日
を　

た
い
せ
つ
に

　
　

あ
た
ご
の
山
に　

は
ね
か
え
る

　
　

山
の
こ
だ
ま
も　

知
っ
て
い
る

　
　

元
気
に
明
る
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

油
田
小
学
校

油
田
小
学
校
沿
革

明
治
６
年　

学
制
発
布
に
よ
り
和
田
支
校
を
創
立

　
　

33
年　

 

伊
保
田
・
油
宇
両
尋
常
小
学
校
が
合

併
し
、
油
田
尋
常
小
学
校
と
な
る

　
　

35
年　

現
在
地
に
校
舎
を
新
築
、
移
転

昭
和
16
年　

油
田
国
民
学
校
と
な
る

　
　

22
年　

 

学
制
改
革
に
よ
り
油
田
村
立
油
田

小
学
校
と
な
る　

Ｐ
Ｔ
Ａ
結
成

　
　

25
年　

創
立
50
周
年
記
念
式
典
挙
行

　
　

30
年　

 

大
島
郡
東
部
４
村
の
合
併
に
よ
り

東
和
町
立
油
田
小
学
校
と
な
る

　
　

44
年　

校
歌
制
定

　
　

47
年　

校
章
制
定　

校
旗
作
成

　
　

49
年　

開
校
百
周
年
記
念
式
典
挙
行

　
　

54
年　

小
・
中
合
同
屋
内
体
育
館
落
成

平
成
２
年　

新
校
舎
落
成

　
　

16
年　

 

大
島
郡
４
町
の
合
併
に
よ
り
周
防

大
島
町
立
油
田
小
学
校
と
な
る

令
和
３
年　

 

森
野
小
学
校
と
の
統
合
に
伴
い
閉
校

閉校式の様子（児童による別れのうた）

校旗納め
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74
年
の
歴
史
に
感
謝久

賀
中
学
校
　
校
長
　
豊
島
　
正
行

　

昭
和
22
年
、
終
戦
か
ら
２
年

も
た
た
な
い
混
沌
と
し
た
時

代
、
久
賀
町
立
久
賀
実
業
専
修

学
校
と
し
て
、
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
た
久
賀
中
学
校
。

昭
和
30
年
代
、
全
校
生
徒
が

７
０
０
名
近
く
い
た
本
校
も
今

は
52
名
。
先
日
行
わ
れ
た
卒
業
式
で
巣
立
っ
て
い
っ
た
卒
業
生

は
12
名
。
74
年
間
、
計
６
６
０
７
名
の
卒
業
生
を
世
に
送
り
出

し
た
伝
統
あ
る
久
賀
中
学
校
も
３
月
を
も
っ
て
幕
を
閉
じ
ま
す
。

そ
の
74
年
間
の
歴
史
は
、

校
歌
に
あ
る
優
し
く
包

み
込
む
よ
う
な
「
嵩
の

山
」、
時
間
の
ご
と
く
止

ま
る
こ
と
の
な
い
「
津

原
川
」
の
流
れ
、
そ
し

て
子
ど
も
た
ち
の
未
来

の
ご
と
く
開
け
た
「
瀬

戸
の
海
」
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
伝
統
と
栄
光
の
歴
史

は
、
時
代
は
変
わ
っ
て

も
変
わ
る
こ
と
の
な
い

久
賀
の
住
民
の
心
に
受

け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

４小中学校閉校～長年の歴史に幕～

久
賀
中
学
校

　令和３年３月をもって、油田小学校、久賀中学校、東和中学校および安下庄中学校が閉校しました。３月 27 日には東和中学校と油田小学校で、３月 28 日には安下庄中学校と久賀中学校で閉校式典が行われ、
在校生をはじめ、関係者の方が参加し、母校との別れを惜しみました。油田小学校は、森野小学校と統合し、中学校においては、４月に開校した周防大島中学校で新たな歴史を築いていきます。

作
詞　

鎌
田
弘
二

　

校  

歌

作
曲　

林　

与
助

一
、
嵩
の
山　

緑
そ
び
え
て

　
　

雲
は
や
し　

自
由
の
い
ぶ
き

　
　

こ
の
庭
に　

つ
ど
え
る
我
等

　
　

正
と
義
の　

あ
つ
き
血
潮
に

　
　

は
ぐ
く
ま
ん　

進
取
の
精
神

　
　

創
め
よ　

築
け　

と
こ
し
え
に

　
　

あ
　ゝ

久
賀
中
学　

久
賀
中
学

二
、
津
原
川　

清
く
流
れ
て

　
　

星
明
か
し　

久
遠
の
光

　
　

こ
の
窓
に　

い
そ
し
む
我
等

　
　

あ
ら
た
な
る　

理
想
に
燃
え
て

　
　

う
け
つ
が
ん　

真
理
の
灯

　
　

創
め
よ　

築
け　

と
こ
し
え
に

　
　

あ
　ゝ

久
賀
中
学　

久
賀
中
学

三
、
瀬
戸
の
海　

潮
ゆ
た
か
に

　
　

風
か
ろ
し　

世
界
を
結
ぶ

　
　

こ
の
学
舎
に　

生
い
た
つ
我
等

　
　

愛
と
知
の　

心
豊
か
に

　
　

う
ち
た
て
ん　

地
上
の
平
和

　
　

創
め
よ　

築
け　

と
こ
し
え
に

　
　

あ
　ゝ

久
賀
中
学　

久
賀
中
学

久
賀
中
学
校
沿
革

昭
和
22
年　

久
賀
町
立
久
賀
中
学
校
開
校

　
　

26
年　

校
歌
制
定

　
　

33
年　

前
島
分
校
を
統
合

平
成
９
年　

創
立
50
周
年

　
　

16
年　

 

大
島
郡
４
町
合
併
に
よ
り
周
防
大

島
町
立
久
賀
中
学
校
と
な
る

　
　

20
年　

連
携
型
中
高
一
貫
教
育
開
始

　
　

21
年　

 

日
良
居
中
学
校
お
よ
び
蒲
野
中
学

校
と
統
合

　
　

25
年　

新
校
舎
完
成

令
和
２
年　

統
合
に
向
け
て
校
舎
内
改
修

　
　

３
年　

 

東
和
中
学
校
と
安
下
庄
中
学
校
と

の
統
合
に
伴
い
閉
校

▲閉校式の様子（校旗納め）

▶
閉
校
式
の
様
子
（
生
徒
代
表
に
よ
る
別

れ
の
こ
と
ば
）
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東
和
中
学
校　

永
遠
な
れ

東
和
中
学
校
　
校
長
　
岡
室
　
真
文

　

校
歌
は
星
野
哲
郎
先
生
の
作

詞
で
す
。

　
『
潮
風
う
た
う
よ　

東
和
中

学
』『
信
じ
て
学
ぼ
う　

東
和

中
学
』『
光
を
投
げ
よ
う　

東

和
中
学
』
と
歌
い
繋
が
れ
『
心

の
ふ
る
さ
と　

東
和
中
学
』
で

完
成
し
ま
す
。
卒
業
後
、
ど
こ
の
地
で
生
活
し
よ
う
と
も
こ
の

周
防
大
島
は
中
学
時
代
を
過
ご
し
た
大
切
な
『
ふ
る
さ
と
』
で

あ
り
、
こ
の
東
和
中
学
校
は
唯
一
の
『
母
校
』
で
す
。
閉
校
は
、

母
校
が
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
心
の
拠
り
所
を
失
う
こ
と

に
つ
な
が
る
た
め
、
寂
し
さ
の
波
が
日
々
大
き
く
広
が
っ
て
い

く
感
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
言
い
換
え
れ
ば
、
大
切

な
母
校
の
歴
史
が
見
事
に
完
成
し
永
遠
に
刻
ま
れ
る
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。
こ
こ
に
、『
東
和
中
学
校　

永
遠
な
れ
』
の
言
葉
が

浮
か
ん
で
く
る
の
で
す
。

　

地
域
に
愛
さ
れ
、
輝
か
し
い

伝
統
と
校
風
を
創
造
し
力
強
く

歩
み
を
進
め
て
き
た
『
東
和
中

学
校
』。
そ
の
歴
史
の
完
成
に
、

一
瞬
で
も
関
わ
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
し
っ

か
り
と
胸
を
張
る
東
和
中
の
一

員
で
こ
れ
か
ら
も
あ
り
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ

Ａ
永
遠
に･･･

東
和
の
絆
、
永

遠
に

作
詞　

星
野
哲
郎

　

校　

歌

作
曲　

山
崎
正
清

一
、
輪
に
な
れ　

輪
に
な
れ　

鍵
に
な
れ

　
　

大
き
な
輪
に
な
れ　

鍵
に
な
れ

　
　

希
望
と
希
望　

夢
と
夢

　
　

集
め
て
ふ
く
ら
む　

蜂
の
巣
の

　
　

真
理
の
扉
を　

た
た
く
朝

　
　

潮
風
う
た
う
よ　

東
和
中
学

二
、
行
く
手
に
そ
び
え
る　

山
も
あ
る

　
　

後
ろ
を
さ
え
ぎ
る　

海
も
あ
る

　
　

鍛
え
て
お
こ
う
よ　

た
く
ま
し
い

　
　

体
に
心
は　

つ
い
て
く
る

　
　

努
力
で
つ
か
め
る　

し
あ
わ
せ
を

　
　

信
じ
て
学
ぼ
う　

東
和
中
学

三
、
樹
に
な
れ
根
に
な
れ　

花
に
な
れ

　
　

大
き
な
実
に
な
れ　

愛
に
な
れ

　
　

自
分
に
似
合
っ
た　

そ
れ
ぞ
れ
の

　
　

力
を
生
か
し
て　

世
の
中
へ

　
　

明
る
い
正
し
い　

美
し
い

　
　

光
を
投
げ
よ
う　

東
和
中
学

四
、
き
び
し
く
や
さ
し
い　

父
母
の

　
　

仰
げ
ば
身
に
し
む　

師
の
ご
恩

　
　

あ
ふ
れ
る
自
然
の　

し
た
た
り
に

　
　

つ
つ
ま
れ
い
そ
し
む　

わ
れ
ら
み
な

　
　

使
命
の
お
も
さ
に　

頬
も
え
る

　
　

心
の
ふ
る
さ
と　

東
和
中
学

東
和
中
学
校

▲閉校式の様子（生徒代表による別れのことば）

閉校式の様子（校旗納め）

東
和
中
学
校
沿
革

昭
和
41
年　

 

旧
白
木
中
学
校
・
旧
森
野
中
学
校
・

旧
沖
家
室
中
学
校
が
統
合
し
て
、

東
和
中
学
校
と
な
る

　
　

43
年　

蜂
の
巣
校
舎
完
成

　
　

46
年　

旧
和
田
中
学
校
と
統
合

平
成
13
年　

連
携
型
中
高
一
貫
教
育
開
始

　
　

16
年　

 

大
島
郡
４
町
合
併
に
よ
り
周
防
大

島
町
立
東
和
中
学
校
と
な
る

　
　

17
年　

小
中
高
連
携
事
業
開
始　

　
　

21
年　

 

油
田
中
学
校
お
よ
び
日
良
居
中
学

校
と
統
合

　
　

22
年　

新
校
舎
完
成

令
和
３
年　

 

久
賀
中
学
校
と
安
下
庄
中
学
校
と

の
統
合
に
伴
い
閉
校

４小中学校閉校～長年の歴史に幕～
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安
下
庄
中
学
校
の
閉
校
に
寄
せ
て

安
下
庄
中
学
校
　
校
長
　
赤
道
　
久
嘉

　

昭
和
22
年
５
月
、
旧
安
下
庄

青
年
学
校
と
小
学
校
の
八
教
室

を
借
り
受
け
て
創
立
し
た
安
下

庄
中
学
校
は
、
３
月
末
を
も
っ

て
74
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る

運
び
に
な
り
ま
し
た
。
長
き
に

わ
た
り
、
地
域
、
保
護
者
、
学

校
が
手
を
携
え
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
創
り
上
げ
て
き
た
有
形
、

無
形
の
学
校
文
化
、
そ
れ
こ
そ
が
安
下
庄
中
学
校
の
輝
か
し
い

歴
史
で
あ
り
、
伝
統
で
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
有
終
の
美
を
飾
る
た
め
、
体
育
祭
や
文
化

祭
等
の
主
な
学
校
行
事
を
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
展
開
し
、
安

下
庄
中
学
校
と
し
て
最

後
の
行
事
を
盛
大
で
充

実
し
た
も
の
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご

協
力
、
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
す
べ
て
の

皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

安
下
庄
中
学
校
が
心

の
故
郷
と
し
て
、
皆
様

の
心
の
中
で
い
つ
ま
で

も
生
き
続
け
ら
れ
る
こ

と
を
願
い
、
惜
別
の
念

を
抱
き
つ
つ
閉
校
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

安
下
庄
中
学
校

作
詞　

山
本
秋
一

　

校  

歌
作
曲　

国
本
源
一

一
、
嵩
の
嶺
は　

朝
日
に
映
え
て

　
　

学
び
舎
に　

希
望
か
が
よ
う

　
　

七
百
の　

わ
れ
ら
が
望
み

　
　

い
ざ
健
く　

正
し
く
生
き
ん

二
、
安
下
浦
に　

潮
の
香
満
ち
て

　
　

波
の
音
の　

永
久
の
響
き
に

　
　

今
ぞ
聞
く　

平
和
の
誓
い

　
　

わ
れ
ら
こ
そ　

守
り
育
て
ん

三
、
い
ざ
共
に　

力
合
わ
せ
て

　
　

人
の
世
を　

幸
く
豊
け
く

　
　

生
き
る
日
の　

喜
び
歌
う

　
　

七
百
の　

わ
れ
ら
が
集
い

四
、
空
高
く　

心
清
ら
に

　
　

若
人
の　

誠
求
め
て

　
　

む
つ
み
合
う　

学
び
の
庭
ぞ

　
　

安
下
庄　

中
学
校

安
下
庄
中
学
校
沿
革

昭
和
22
年　

安
下
庄
中
学
校
開
校

　
　

27
年　

創
立
５
周
年　

校
歌
制
定

　
　

30
年　

橘
町
立
安
下
庄
中
学
校
と
な
る

　
　

50
年　

学
校
給
食
開
始

　
　

58
年　

新
校
舎
完
成

平
成
９
年　

創
立
50
周
年

　
　

13
年　

連
携
型
中
高
一
貫
教
育
開
始

　
　

16
年　

 

大
島
郡
４
町
合
併
に
よ
り
周
防
大

島
町
立
安
下
庄
中
学
校
と
な
る

　
　

28
年　

小
中
高
連
携
英
語
教
育
推
進
校

令
和
３
年　

 

久
賀
中
学
校
と
東
和
中
学
校
と
の

統
合
に
伴
い
閉
校

▲閉校式の様子（生徒代表による別れのことば）

閉校式の様子（校旗納め）
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－自転車盗を防ごう－
　県内で発生した令和２年中の自転車盗被害のうち、
無施錠で被害に遭った割合は約８割と非常に高くなっ
ています。あなたの大切な自転車を守るために、日頃
から盗難被害を防ぐ対策を心掛けましょう。

自転車の盗難被害防止対策
■カギかけの習慣化
　盗難防止の第一はカギをかけることです！
　自転車から離れるときは、短時間でも必ずカギをか
ける習慣を身につけましょう！
　カギを２つかける「ツーロック」にするとより効果
的です！
■防犯登録の実施
　防犯登録は自転車購入者の義務です。
　必ず防犯登録を行い、登録票の控えを大切に保管し
ましょう。
■指定場所への駐輪
　自転車は、路上や空き地などに放置せず、駐輪場な
ど指定された場所にカギをかけて駐輪しましょう。

問周防大島幹部交番　☎ 0820（72）0110
　柳井警察署　　　　☎ 0820（23）0110

■
ま
ず
は
自
己
点
検

　

皆
さ
ん
の
体
調
管
理
法
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
す
か
？
ま
ず
思
い

浮
か
ぶ
の
が
体
重
や
血
圧
測
定
、

歩
数
の
チ
ェ
ッ
ク
。
コ
ロ
ナ
禍
の

習
慣
と
し
て
は
、
体
温
測
定
や
指

先
で
の
酸
素
濃
度
を
測
定
す
る
方

も
増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
運
動
量
や
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

睡
眠
状
況
等
が
測
定
で
き
る
オ

シ
ャ
レ
な
活
動
計
を
身
に
つ
け
て

い
る
方
も
ち
ら
ほ
ら
お
見
か
け
し

ま
す
。
睡
眠
時
間
や
ト
イ
レ
の
回

数
、
お
通
じ
の
様
子
な
ど
、
ど
れ

か
一
つ
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、

自
分
な
り
の
体
調
チ
ェ
ッ
ク
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
、
健
康
づ
く
り

の
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
大
事
な
の
が
、
①
変
化

に
気
づ
く
こ
と
。
そ
し
て
、
②
良

く
な
い
ま
た
は
困
っ
た
変
化
に
対

応
す
る
こ
と
。
案
外
、
血
圧
や
体

重
等
は
「
ま
あ
い
い
か
」
と
軽
く

あ
し
ら
い
が
ち
で
す
が
、
せ
っ
か

く
見
つ
け
た
体
の
サ
イ
ン
を
放
置

５
年
後
、
10
年
後
の
自
分
へ

『
元
気
』
を
贈
る
一
歩
を
！

　

う
ら
ら
か
な
春
の
陽
気
と
な
り

ま
し
た
。
と
て
も
心
地
よ
く
、
心

も
体
も
穏
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
で
す

が
、
実
は
、
こ
の
日
差
し
の
変
化

が
疲
労
や
体
調
不
良
の
原
因
と
な

る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

春
は
日
が
の
び
て
く
る
の
と
同

時
に
太
陽
が
高
く
な
る
た
め
、
日

照
量
が
急
激
に
増
え
、
紫
外
線
の

量
も
大
幅
に
増
え
ま
す
。
紫
外
線

が
『
目
』
か
ら
入
る
こ
と
で
『
脳
』

に
刺
激
が
伝
わ
り
、
疲
労
物
質
と

な
る
『
活
性
酸
素
』
が
発
生
し
、

脳
疲
労
を
起
こ
し
ま
す
。
例
え
る

と
、
皮
を
む
い
た
リ
ン
ゴ
が
空
気

に
触
れ
る
と
茶
色
く
な
っ
て
し
ま

い
、
風
味
を
損
な
う
よ
う
な
も
の
。

気
候
の
変
化
一
つ
で
も
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
細
胞
や
筋
肉
が

傷
つ
き
、
体
調
に
影
響
す
る
か
ら

こ
そ
、
普
段
か
ら
の
体
調
管
理
を

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

し
て
お
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
！

生
活
習
慣
病
の
多
く
は
、
ち
ょ
っ

し
て
お
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
！

生
活
習
慣
病
の
多
く
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
変
化
を
長
年
見
過
ご
す
こ

と
で
発
症
し
ま
す
。
防
げ
る
病
気

は
防
ぐ
！
5
年
後
、
10
年
後
の
体

力
、
健
康
に
責
任
を
持
つ
！
笑
顔

で
暮
ら
す
た
め
に
は
努
力
も
必
要

で
す
よ
ね
。

※ 

各
種
健
診
・
が
ん
検
診
が
は
じ

ま
り
ま
す
。
ぜ
ひ
健
康
管
理
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

し
っ
ち
ょ
る
？   

や
っ
ち
ょ
る
？   

健
康
づ
く
り
！

　
　
　
　
　
～
「
ち
ょ
び
塩
」
で
お
い
し
く
運
動
・
活
動
で
元
気
に
！ 

～

問
健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
班 

☎
73
‐
５
５
０
４

ちょび塩クイズ

　家庭で測る血圧の正常値（成人）はいくら
でしょう。注収縮期血圧、拡張期血圧（mmHg）
で記しています。（高血圧治療ガイドライン
2019 参照）
　① 115 未満かつ 75 未満
　② 120 未満かつ 80 未満　　
　③ 125 未満かつ 85 未満（答えは 21 ページ）

柳井警察署だより

№ 97
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問い合わせ　周防大島観光協会　☎ 0820（72）2134

大
会
名　

第
14
回
春
季
全
日
本
小
学
生
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

開
催
期
間　

３
月
27
日
㈯
～
29
日
㈪

開
催
地　

山
口
県

出
場
者
（
激
励
費
授
与
者
）　

　

灘
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ　

吉
村
陽
輝
さ
ん

（
久
賀
小
５
年
）、
鳥
村
吉
平
さ
ん
（
久
賀
小

５
年
）、
大
村
海
仁
さ
ん
（
城
山
小
５
年
）、

岡
本
優
大
さ
ん
（
明
新
小
５
年
）、
北
村
楢

樹
さ
ん（
明
新
小
５
年
）、木
村
康
佑
さ
ん（
明

新
小
５
年
）、
松
井
大
翼
さ
ん
（
明
新
小
５

年
）、
重
村
夏
希
さ
ん
（
沖
浦
小
５
年
）、
浅

海
生
朋
さ
ん
（
森
野
小
５
年
）

　河津桜からソメイヨシノが咲き誇る春爛漫の周
防大島を舞台に「ゆったり花見風呂」と題して、
島内３カ所の公衆浴場をはじめ、お花見情報やア
ウトドアアクティビティについてご案内します。

　周防大島には竜崎温泉・潮風呂保養館・遊湯ラ
ンドと３つの公衆浴場があります。
　瀬戸内海に浮かぶ島らしく、３つの湯はすべて
周防大島に古くから伝わる海水を汲み上げて沸か
す「潮風呂」で、ちょっと塩辛い昔ながらの伝統
湯です。
　海の水が神経痛等に効くということから古くは
潮湯治と呼ばれ、また海の水で体を清める禊

みそぎ

とし
ても潮風呂は信仰されてきました。
　現在では健康や美容によいバスセラピーとして
人気が高く、海水の高い浮力を活かした波に揺ら
れるような浮遊感と、やさしい肌触りを体験して
みてください。

　つづいてはお花見です。
　片添ヶ浜海水浴場のほど近くにある小

お つ み

積では、
地域の皆さんにより植樹された河津桜が咲き誇り、
早春の観光名所として多くの方々に喜ばれていま
す。また、ソメイヨシノの季節になれば桜のトン
ネルが延々とつづく五条の千本桜など、瀬戸内海
のブルーと桜のピンクによる淡いコントラストの
お花見をお楽しみいただけます。

　次に、春にオススメの観光名所として「しあわ
せ祈岩」をご紹介します。
　立

たていわ

岩／巌
がんもん

門／岩
い わ や ご ん げ ん

屋権現／帯
おびいしかんのん

石観音の四つの奇岩
をめぐると、夫婦和合・家庭円満・子孫繁栄・健
康長寿のご利益があるとされ、近年では男女のし
あわせを叶えるパワースポットとしても人気を博
しています。竜崎温泉の近くにある立岩と巌門は
海の岩、嵩

だけさん

山の中腹にある岩屋権現と帯石観音は
山の岩として、コロナ禍の昨今ではサイクリング
やハイキングなどのアウトドアアクティビティと
併せてお楽しみいただいています。
　潮風呂スタンプラリーやしあわせ祈岩ピンバッ
チキャンペーンなどを開催して温浴施設を盛り上
げながら、春うららかな周防大島で心も体もゆる
む島旅を観光客の皆さんにご案内しています。

心も体も湯ったり

全
国
大
会
出
場
者
へ

激
励
費
授
与

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
一
環
と
し
て
、
全
国

大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
に
激
励
費
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

▲チームを代表して、激励費を受け取った北村楢
樹さん㊥と松井大翼さん㊧（授与式：3 月 15 日）

▲竜崎温泉から望む嵩山
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周 防 大 島 町 の 話 題

　「ゆめほっぺ」初選果

　大島看護専門学校　卒業式

　瀬戸公園に新たに３本の桜を植樹

　３月 11 日、ゆめほっぺ（せとみ）の選果がＪ
Ａ山口県周防大島柑橘選果場ではじまりました。
　令和２年産は、寒波の被害を抑えるため、例年
より約１カ月早くの収穫をＪＡから生産者に呼び
かけました。各農家さんが収穫後の貯蔵管理を徹
底したことも功を奏し、例年と変わらない高品質
な果実に仕上がっています。
　せとみは、「清見」と「吉浦ポンカン」を掛け
合わせて育成された山口県オリジナル柑橘で、せ
とみの中でも糖度 13.5 度以上、酸度 1.35％以下
のものを「ゆめほっぺ」として出荷しています。

　３月８日、大島看護専門学校において卒業式が行わ
れました。式では、山本幸子学校長が、「看護師は無
限の知識、蓄積された技能、忍耐力、寛容さ、感受性、
そして努力し続ける能力が必要です。自ら学ぶ姿勢を
持ち続け、豊かな感性を磨き、チームで協働できる看
護師になってほしい」と願いを伝えました。
　今年度の卒業生は 41 人で、そのうち７人が町立病
院に就職しています。

▲傷や形をチェックし、一つ一つ丁寧に箱詰めされるゆめほっぺ

▲卒業生を代表して感謝と決意をを述べる山﨑紗英さん

　３月 15 日、瀬戸公園に新たに３本の桜の苗木が植
樹されました。
　１本目は、山形県長井市にある「伊佐沢の久保桜」
の孫桜。２本目は、岐阜県本巣市にある「淡墨桜」の
孫桜。３本目は、山梨県北杜市にある「山高神代桜」
の子桜です。
　いずれも、天然記念物の桜の直系子孫で、周防大島・
山高神代桜の会とＮＰＯ法人ふるさとづくりのん太の
会が桜守の三枝基治さんから分けてもらったものです。
　このたびの植樹で瀬戸公園は、天然記念物の桜の直
系子孫が６本となりました。▲新旧町長による植樹の様子（藤本町長㊨と椎木前町長㊧）
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
・
周
防
大
島
チ
ャ
ン
ネ
ル
担
当
の
柴
田

学
で
す
。
令
和
３
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
防

長
バ
ス
「
周
防
平
野
―
周
防
油
宇
」
の
区
間

が
廃
止
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
以
前
こ
ち

ら
の
コ
ラ
ム
で
も
紹
介
し
ま
し
た
、番
組
「
島

景
色
～
周
防
大
島
の
風
景
を
巡
る
～
」
の
特

別
編
と
い
う
形
で
、
走
る
バ
ス
の
車
窓
か
ら

の
風
景
を
撮
影
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

周
防
大
島
に
移
住
し
て
２
年
半
が
経
ち
ま

し
た
が
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
防
長
バ
ス
に
乗

車
す
る
こ
と
は
初
め
て
。
こ
ち
ち
の
路
線
は

昭
和
43
年
に
運
行
が
開
始
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
、
大
島
大
橋
が
完
成
す
る
前
か
ら
大
島

を
走
っ
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
在
ほ

ど
車
で
の
移
動
が
身
近
で
は
な
か
っ
た
頃
か

ら
、
い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
の
人
達
が
ど
ん
な

想
い
で
こ
の
バ
ス
の
車
窓
か
ら
の
景
色
を
見

た
の
だ
ろ
う
と
考
え
る
と
、
懐
か
し
い
よ
う

な
、
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
、
不
思
議
な
気

持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
の
撮
影
を
通
し
て
、
何
か
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
前
に
な
ん
ら
か
の
形
で
残

し
て
お
く
こ
と
の
重
要
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
周
防
大
島
出
身
の
民
俗
学
者
・
宮
本

常
一
氏
の
膨
大
な
仕
事
の
数
々
な
ど
、
そ
の

最
た
る
も
の
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
時
は

当
た
り
前
に
あ
る
風
景
・
出
来
事
な
ど
を
何

気
な
く
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
、
後
世
の
人

に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
の
財
産
に
な
る
の
か
、

誰
に
と
っ
て
も
大
き
な
時
代
の
変
わ
り
目
で

あ
る
今
、
実
感
さ
せ
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　

今
回
廃
止
と
な
っ
た
路
線
で
は
４
月
１
日

か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
混
乗
に
よ
る
代
替
運
行

が
始
ま
り
、
今
ま
で
通
り
バ
ス
を
利
用
す
る

方
々
と
、
学
校
に
登
下
校
す
る
生
徒
た
ち
が

同
じ
バ
ス
に
乗
り
、
同
じ
車
窓
か
ら
の
景
色

を
見
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
風
に

日
々
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
周
防
大
島
の

風
景
を
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
で
き
る
や
り

方
で
残
し
て
お
く
、
ま
た
覚
え
て
お
い
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

【Ｐ 18 　答え③】年齢や持病によっても適正血圧は異なりますが、病気を
防ぐためにはこの程度の値が理想的です。

しましまタイムス

ＳＨＩＭＡＳＨＩＭＡ　ＴＩＭＥＳ

地域おこし協力隊員　 柴田  学の

▲ 「島景色　防長バス 周防平野－周防油宇」は、
周防大島チャンネルのユーチューブでも視
聴できます。

26

政策企画課
☎ 0820（74）1007

　5 月 13 日㈭に東京 2020 オリンピック聖火リレーが
柳井市で実施されるにあたり市内の国道等で交通が規
制されます。国道等をご利用される方々には大変ご迷
惑をおかけしますが、ご協力をよろしくお願いいたし
ます。

　5 月 13 日㈭　午前 9 時 30 分～ 11 時 20 分

　
　国道 188 号線　柳井市役所前～柳井警察署前交差点
　　　　　　　　（片側通行規制）
　県道・市道　　柳井警察署前交差点～柳井小学校
　　　　　　　　（全面通行止め）
　その他市道　　市役所・駅付近
　　　　　　　　（片側通行規制または全面通行止め）

　東京 2020 オリンピック・パラリンピック
　聖火リレー山口県実行委員会事務局
　☎ 083（933）2435　℻ 083（933）2439

東京 2020 オリンピック
聖火リレーの開催に伴う交通規制

規制日時

規制場所

問い合わせ

　　　　　5 月 19 日㈬　午前 11 時ごろ

　　　　　防災行政無線の試験放送
注 防災行政無線（屋外スピーカーおよびすべての戸別

受信機）から、「これは、Ｊアラートのテストです」と、
３回繰り返して最大音量で放送されますのでご注意
ください。

注 気象・地震活動の状況等によっては、試験放送を中
止することがあります。

　この試験は、全国瞬時警報システム（Ｊアラート ※)
を用いた試験で、全国でさまざまな手段を用いて情報
伝達試験が行われます。
※ Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急

情報を、国から市区町村へ、人工衛星などを通じて
瞬時にお伝えするシステムです。

　　　　　　総務課 消防防災班　☎ 0820（74）1000

防災行政無線を用いた

　全国一斉「Ｊアラート」 
　　　　　　　の試験放送を行います

日　　時

内　　容

問い合わせ
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急
募　

10
月
１
日
採
用

周
防
大
島
町
職
員
募
集

　

町
で
は
、
職
員
自
ら
が
地
域
協

働
の
担
い
手
と
し
て
活
動
す
る
た

め
に
町
内
へ
居
住
す
る
こ
と
を
推

奨
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
方
針
に

共
感
を
持
つ
方
の
応
募
を
歓
迎
し

て
い
ま
す
。

■
試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数

 

・
初
級
行
政
職
お
よ
び
土
木
技
師

　

５
人
程
度

■
受
験
資
格

 

・
初
級
行
政
職

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
以
上
の

学
校
を
卒
業
し
た
人

 

・
土
木
技
師

［
有
資
格
者
］

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
以
上
の

学
校
を
卒
業
し
、
２
級
以
上
の
土

木
施
工
管
理
技
士
か
２
級
以
上
の

管
工
事
施
工
管
理
技
士
の
資
格
を

有
す
る
人
ま
た
は
令
和
２
年
９
月

末
日
ま
で
に
右
記
資
格
を
取
得
見

込
み
の
人

［
土
木
課
程
学
校
卒
業
者
等
］

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
以
上
の

土
木
課
程
の
学
校
（
高
等
学
校
、

専
門
学
校
、
大
学
な
ど
）
を
卒
業

し
た
人

■
受
付
期
間

　

４
月
15
日
㈭
～
５
月
20
日
㈭

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
も
５
月
20
日
㈭
必
着

■
申
し
込
み
方
法

　

受
験
申
込
書
№
１
お
よ
び
受
験

申
込
書
№
２
（
写
真
添
付
‐
受
験

票
）
を
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

受
験
申
込
書
は
、
総
務
課
お
よ

び
各
総
合
支
所
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

■
第
１
次
試
験
日
時
・
場
所

　

６
月
20
日
㈰

 

・
受
付　

午
前
８
時
30
分
か
ら

 

・
試
験　

午
前
９
時
か
ら

 

・ 

場
所　

周
防
大
島
町
役
場
大

島
庁
舎
（
周
防
大
島
町
小
松

１
２
６
‐
２
）

■
第
２
次
試
験

　

８
月
上
～
中
旬
に
予
定

■
採
用
予
定
日

　

令
和
３
年
10
月
１
日

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課 

人
事
行
政
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
０

語
学
留
学
生
を
募
集
し
ま
す

■
研
修
先

　

ハ
ワ
イ
州 

カ
ウ
ア
イ
島

■
研
修
拠
点

　

ハ
ワ
イ
大
学 

カ
ウ
ア
イ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

■
協
力

　

山
口
大
学 

国
際
総
合
科
学
部

■
研
修
内
容

　

座
学
に
よ
る
英
語
講
座
の
ほ

か
、
ハ
ワ
イ
文
化
や
日
系
人
の
歴

史
等
の
異
文
化
学
習
、
地
元
学
生

等
と
の
体
験
交
流
学
習
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ス
タ
デ
ィ
ー
な
ど
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

■
研
修
期
間

　

８
月
９
日
㈪
～
22
日
㈰
（
予
定
）

■
対
象
者

　

高
校
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
の

１
～
３
学
年
に
在
学
す
る
生
徒

で
、
い
ず
れ
も
町
内
に
住
所
を
有

し
、
英
語
学
習
に
意
欲
を
持
つ
と

と
も
に
異
文
化
を
理
解
す
る
方

■
募
集
人
数　

７
人

■
参
加
費
用

　

22
万
円
（
別
途
、
旅
券
申
請
手

数
料
、
海
外
旅
行
保
険
、
研
修
期

間
中
の
食
費
等
の
自
己
負
担
あ
り
）

■
募
集
期
限　

４
月
27
日
㈫

■
応
募
方
法

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考

ま
た
は
抽
選
に
よ
り
研
修
生
を
決

定
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
や
安
全
上
の
理
由
等
に
よ

り
、
事
業
を
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会 

総
務
課

　

☎
０
８
２
０
（
78
）
０
７
０
０

周
防
大
島
町
奨
学
生
募
集

　

周
防
大
島
町
奨
学
資
金
貸
付
規

則
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象

　

高
校
生
（
向
学
心
に
富
み
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
す
る
こ

と
が
困
難
な
方
）

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
貸
与
額　

月
額
２
万
円

■
申
込
方
法

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
返
還
方
法

　

卒
業
後
一
カ
年
を
経
過
し
た
翌

月
か
ら
、
貸
与
を
受
け
た
期
間
の

２
倍
の
期
間
内
に
、
そ
の
全
額
を

月
賦
ま
た
は
半
年
賦
で
返
還
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
限　

５
月
14
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会 

総
務
課

　

☎
０
８
２
０
（
78
）
０
７
０
０

令
和
３
年
度

山
口
県
住
宅
環
境
改
善
支
援

事
業
補
助
金
の
募
集

　

県
で
は
、
岩
国
基
地
へ
の
米
軍

空
母
艦
載
機
の
移
駐
に
よ
る
騒
音

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
地
域
で
の

定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
エ
ア
コ

ン
や
断
熱
サ
ッ
シ
の
取
付
け
・
取

替
え
に
つ
い
て
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

令
和
４
年
１
月
31
日
㈪
ま
で

■
対
象
地
域

　

前
島
、椋
野
、東
三
蒲
、西
三
蒲
、

東
屋
代
、
西
屋
代
、
小
松
、
小
松

開
作
、
浮
島

　

そ
の
他
、
補
助
対
象
住
宅
な
ど

の
補
助
対
象
要
件
や
補
助
金
額
、

申
請
方
法
等
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

す
で
に
取
替
（
取
付
）
工
事
が

終
了
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
申
請
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課 

消
防
防
災
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
０

募　
　

集
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「
文
化
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

ス
タ
ッ
フ
募
集
！

　

周
防
大
島
町
文
化
振
興
会
で

は
、
地
域
文
化
の
振
興
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た｢

文
化
サ
ポ
ー

タ
ー｣

の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

町
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
し

て
い
る
高
校
生
以
上
の
方
（
団
体

で
の
応
募
可
）

※ 

保
護
者
お
よ
び
在
学
し
て
い
る

学
校
の
許
可
を
得
た
場
合
は
小

中
学
生
も
可
能

■
活
動
内
容

　

文
化
振
興
会
が
主
催
・
後
援
す

る
文
化
事
業
で
、
次
の
よ
う
な
業

務
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

⑴ 

会
場
設
営
、
受
付
、
案
内
な
ど
、

運
営
業
務
全
般
。

⑵ 

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
準
備
、
Ｐ

Ｒ
、
連
絡
な
ど
。

※ 

文
化
振
興
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
に
加
入
し
、
万
一
の
ケ
ガ

等
に
つ
い
て
は
、
保
険
の
範
囲

内
で
対
応
し
ま
す
。

■
活
動
依
頼

　

登
録
者
の
中
か
ら
、
各
イ
ベ
ン

ト
の
内
容
や
開
催
場
所
等
を
考
慮

し
て
依
頼
し
ま
す
。
都
合
の
つ
か

な
い
場
合
は
、
お
断
り
い
た
だ
い

て
も
構
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
交
通

費
や
謝
礼
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
活
動
期
間

　

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

■
申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
よ
り
、
社

会
教
育
課
ま
た
は
各
公
民
館
ま
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
文
化
振
興
会
事
務
局

　
（
社
会
教
育
課
内
）

　

☎
０
８
２
０
（
78
）
２
２
０
５

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

カ
ー
ド
時
間
外
交
付
の
ご
案

内
（
事
前
予
約
制
）

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
さ
れ
、

交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
届
い

た
方
で
、
開
庁
時
間
内
に
窓
口
へ

お
越
し
い
た
だ
け
な
い
方
に
、
時

間
外
の
受
取
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
交
付
日
時
（
上
半
期
）

◎
毎
月
第
２
日
曜
日
（
５
月
９
日
、

６
月
13
日
、
７
月
11
日
、
８
月
８

日
、
９
月
12
日
）

　

午
前
９
時
～
正
午

◎
毎
月
第
３
水
曜
日
（
５
月
19
日
、

６
月
16
日
、
７
月
21
日
、
８
月
18

日
、
９
月
15
日
）

　

 

午
後
５
時
30
分
～
６
時
45
分

■
交
付
場
所

　

大
島
庁
舎 

大
島
総
合
支
所
窓
口

■
持
参
す
る
物

　

交
付
通
知
書
／
通
知
カ
ー
ド
／

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち

の
方
の
み
）
／
本
人
確
認
書
類

■
予
約
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
平
日
の
み
）　

※ 

受
取
希
望
日
の
３
開
庁
日
前
ま

で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課 

戸
籍
住
基
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
１
０

お
知
ら
せ

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修
補
助
事
業
に
つ
い
て

　

町
で
は
、「
木
造
住
宅
耐
震
改
修

補
助
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修

工
事
に
係
る
費
用
の
80
％
を
補
助

す
る
制
度
で
、
最
大
で
１
０
０
万

円
を
限
度
に
町
が
助
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
」

は
一
般
診
断
法
に
よ
り
建
物
の
構

造
評
点
を
算
出
す
る
も
の
で
、
木

造
住
宅
の
耐
震
改
修
補
助
を
受
け

る
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
耐
震
診
断

■
対
象

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の

・ 

一
戸
建
て
木
造
住
宅
で
、
在
来

軸
組
工
法
、
伝
統
的
広
報
お
よ
び

枠
組
壁
工
法
で
建
築
さ
れ
た
も
の

・ 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
し
た
も
の

・ 

一
戸
建
て
の
専
用
住
宅
（
住
宅

部
分
が
50
％
以
上
の
併
用
住
宅

も
含
む
）

・ 

３
階
建
て
以
下
で
現
に
居
住
し

て
い
る
も
の

■
申
込
方
法

　

各
総
合
支
所
、
出
張
所
に
備
え

て
あ
る
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
総
務
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
、
出
張
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
申
込
期
限　

10
月
29
日
㈮

※ 

予
定
戸
数
を
超
え
た
場
合
は
、

選
考
に
よ
り
来
年
度
の
調
査
に

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

●
耐
震
改
修

■
対
象

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の

・ 

耐
震
診
断
済
み
の
一
戸
建
て
木

造
住
宅
で
、
上
部
構
造
評
点
が

１
・
０
未
満
の
も
の

・ 

耐
震
改
修
工
事
に
よ
り
上
部
構

造
評
点
が
０
・
７
以
上
に
向
上
す

る
も
の

・ 

今
年
度
中
に
改
修
工
事
に
着
手

し
、
完
了
す
る
も
の

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

■
申
請
方
法

　

次
の
書
類
と
印
鑑
を
持
参
し
、

総
務
課
（
大
島
庁
舎
）
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

対
象
住
宅
の
建
築
年
月
日
が
確

認
で
き
る
書
類
（
固
定
資
産
税
課

税
明
細
書
の
写
し
等
）

・
耐
震
診
断
結
果
報
告
書

・ 

改
修
後
の
上
部
構
造
評
点
が
確

認
で
き
る
補
強
計
画
書

・
改
修
工
事
費
の
見
積
書
、
内
訳
書

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課 

消
防
防
災
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
０
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みんなの情報源

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
の

お
知
ら
せ

　

身
体
障
害
者
等
が
所
有
も
し
く

は
使
用
す
る
軽
自
動
車
等
に
つ
い

て
、
障
害
の
程
度
に
よ
り
一
定
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
に
は
、

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
が
あ
り

ま
す
。
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

期
限
は
、
5
月
31
日
㈪
で
す
。

　

な
お
、
減
免
の
で
き
る
自
動
車

は
一
人
の
障
害
者
に
つ
き
普
通
自

動
車
を
含
め
、
一
台
に
限
ら
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

○
軽
自
動
車
税

　

税
務
課 

課
税
第
1
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
８

○
自
動
車
税

　

柳
井
県
税
事
務
所

　

☎
０
８
２
０
（
23
）
２
１
２
１

全
国
健
康
保
険
協
会
の

特
定
健
診
受
診
の
ご
案
内

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
に
加
入
す
る
40
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
ご
家
族
（
被
扶
養
者
）

は
、
特
定
健
診
を
受
診
で
き
ま
す
。

（
基
本
的
な
健
診
の
受
診
に
つ
き
、

最
大
７
１
５
０
円
の
補
助
あ
り
）

　

対
象
者
へ
は
協
会
け
ん
ぽ
か
ら

受
診
券
を
４
月
中
旬
に
ご
自
宅
あ

て
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。（
受
診

可
能
な
健
診
実
施
機
関
お
よ
び
費

用
の
案
内
を
同
封
）

　

受
診
の
際
は
、
事
前
に
健
診
実

施
機
関
へ
予
約
い
た
だ
き
、
受
診

券
と
健
康
保
険
証
を
忘
れ
ず
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

全
国
健
康
保
険
協
会

　

山
口
支
部
保
健
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
８
３
（
９
７
４
）
１
５
０
１

自
衛
官
募
集

◎
技
術
海
上
幹
部
・
技
術
航
空
幹
部

■
応
募
資
格

　

大
学
卒
業
以
上
の
方
で
、
応
募

資
格
に
定
め
ら
れ
た
学
部
・
専
攻

学
科
等
を
卒
業
後
、
２
年
以
上
の

業
務
経
験
の
あ
る
方

■
受
付
期
間　

５
月
21
日
㈮
ま
で

■
試
験
日　

６
月
21
日
㈪

◎
技
術
海
曹
・
技
術
空
曹

■
応
募
資
格

　

20
歳
以
上
の
方
で
国
家
免
許
資

格
取
得
者

■
受
付
期
間　

５
月
21
日
㈮
ま
で

■
試
験
日　

６
月
18
日
㈮

◎
一
般
曹
候
補
生

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方
（
32

歳
の
方
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日

現
在
で
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
方
）

■
受
付
期
間

　

５
月
11
日
㈫
ま
で

■
第
１
次
試
験
日

　

５
月
21
日
㈮
～
30
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

　

柳
井
地
域
事
務
所

　

☎
０
８
２
０
（
22
）
８
１
９
９

写
真
展
「
昭
和
ロ
マ
ン
～
ふ

る
さ
と
の
島
～
」

　

小
積
出
身
の
写
真
家
・
濵
田
勝

年
さ
ん
が
、
周
防
大
島
町
内
に
残

る
古
い
建
物
な
ど
〝
昭
和
の
な
ご

り
〟
を
撮
影
し
た
作
品
約
80
点
を

展
示
し
ま
す
。（
入
場
無
料
）

■
日
時

　

５
月
14
日
㈮
～
17
日
㈪

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
場
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
場
所　

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ

　

☎
０
９
０
（
３
３
７
７
）
７
６
８
４

　
（
濵
田
） 催　

　

し

橘ウインドパーク施設利用等
の変更について

　４月１日から橘ウインドパークの施設利用につい
ては、アリーナおよびグラウンドのみの利用に変更
となりましたのでお知らせします。なお、連絡先も
変更となりますのでご留意ください。
問社会教育課　　　☎ 0820（78）5048
　橘総合センター　☎ 0820（77）0100

相談内容 実施日 時間

心の健康相談 20 日㈫ 13:00 ～ 14:00

思春期・ストレス相談 23 日㈮ 10:00 ～ 15:00

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。
問柳井健康福祉センター　☎ 0820（22）3631

４月の柳井健康福祉センター定例保健事業

第 34回大島医学会�公開講演

　今年はコロナ禍を考慮し、ケーブルテレビア
イ・キャン「周防大島チャンネル」で放映します。
放送期間　４月 27 日㈫～５月３日㈪
　　　　　５月 25 日㈫～        31 日㈪（再放送）
演題　「新型コロナ感染症から

私たちの生活と医療を守る方法」
講師　山口大学呼吸器・感染症内科　
　　　教授　松永　和人 先生

※ 新年度を迎え、入学・転勤等で人の流れが活
発になることから、感染拡大が再燃する可能
性もあります。しっかりと感染症予防に取り
組むことが大切です。

主催　大島郡医師会／後援　周防大島町

問健康増進課�健康づくり班　☎ 0820（73）5504

★
催
し
や
各
種
行
事
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
っ
て
は
、
中
止
や
延
期
の

可
能
性
も
あ
り
ま
す
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　令和３年４月１日から、家庭児童相談室をより拡充し「子ども家庭総合支援拠点」
として、専門的な対応や必要な訪問等を充実させていきます。
　また、ひとり親家庭等に対しては、母子・父子自立支援員による相談もお受け
しています。
※ 相談は無料で、個人の秘密は守られますので、安心してご相談ください。
※ なお、訪問などで不在の場合もありますので、あらかじめ電話でご確認くだ

さい。電話や手紙などでも相談できます。

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し

身
近
に
感
じ
よ
う

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
よ

り
良
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
個

別
地
域
ケ
ア
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
関
係
者
（
時
に
本
人
も
含

め
て
）
が
集
ま
り
、
ご
本
人
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
た
め
の
話
し
合
い
を
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
、
特
に
認
知

症
の
対
応
に
つ
い
て
の
相
談
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
平
均
寿
命
は
伸
び
続
け
、
人

生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
認
知
症
は
、
特
別
な
病
気
で
は
な

く
遅
か
れ
早
か
れ
誰
も
が
な
り
得
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
に
な
っ
て

も
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く

安
心
し
た
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
地
域
で
あ
れ
ば
良
い

で
し
ょ
う
か
。

　

個
別
地
域
ケ
ア
会
議
を
と
お
し
て
、

認
知
症
と
い
う
病
気
に
対
す
る
不
安
感

を
少
な
く
す
る
事
や
周
囲
が
理
解
し
寛

容
に
対
応
で
き
る
地
域
が
重
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
認
知
症
と
聞
く
と
、「
な

っ
た
ら
大
変
」「
何
も
わ
か
ら
な
く
な
る
」

「
家
族
に
迷
惑
を
か
け
る
」「
こ
わ
い
」等
、

マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
想
像
さ
れ
る

方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
確
か
に
、

物
忘
れ
や
で
き
な
い
事
が
徐
々
に
増
え

て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
で
考
え

た
り
、行
動
し
た
り
、思
い
を
伝
え
た
り
、

体
が
覚
え
た
事
は
続
け
ら
れ
た
り
と
で

き
る
事
に
目
を
向
け
る
と
可
能
性
は
広

が
り
ま
す
。
認
知
症
の
症
状
は
個
々
さ

ま
ざ
ま
で
、
同
じ
対
応
は
で
き
ま
せ
ん
。

一
人
一
人
と
向
き
合
い
、
個
別
性
を
見

極
め
、
き
め
細
や
か
な
対
応
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
み
ん
な

が
一
緒
に
正
し
く
理
解
し
、
協
力
し
て

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

認
知
症
の
方
や
家
族
の
方
は
、
将
来

へ
の
不
安
と
孤
独
感
や
介
護
負
担
を
抱

え
て
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
誰

も
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
、
私

た
ち
は
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
で
き

る
よ
う
に
、
き
め
細
や
か
に
、
地
道
に

伝
え
、
気
軽
に
声
を
か
け
あ
う
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

主
任
介
護
支
援
専
門
員　

松
成
智
美

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
０
６

ひとりで悩まずにお気軽にご相談ください
受付窓口および問い合わせ
家庭児童相談室（福祉課）
☎ 0820（77）5505
○受付時間（平日）
　午前８時 30 分
～午後５時 15 分

家庭児童相談
（家庭相談員の相談支援内容）

　０歳から 18 歳までの子どもさんに関する心配ご
とについて、家庭相談員が相談に応じています。

～こんな問題を抱えていませんか？～
○生活・情緒・生活習慣などの悩み
○ことばの遅れ、学習の遅れなど
○ 学校、保育所（園）などの生活で困った態度、不

登校など
○乱暴、家出、夜遊びなどの非行の悩み
○ 子どもとの関わり方がわからない、いらいらして

つい叩いてしまう等の養育上の悩み
○家族関係の悩み

ひとり親家庭の相談
（母子・父子自立支援員の相談支援内容）

　ひとり親家庭の皆さんや寡婦の方が抱えているさ
まざまな悩みごとについて、母子・父子自立支援員
が相談に応じ、問題解決のお手伝いやアドバイスを
行います。
○ 配偶者との死別、未婚、離婚などによるひとり親

家庭の生活に関する相談全般
○利用できる各種手当、制度に関する相談全般
○ 子どもの高校・大学等の修学費用や父母の技能習

得費用、その他貸付に関する相談
○資格取得、職業訓練、就職活動に関する相談
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相談／休日在宅当番医（４月 20 日～５月 19 日）

か し こ い
消 費 者

めざせ！

【相談窓口】
柳井地区広域
消費生活センター
☎ 0820-22-2125
山口県
消費生活センター
☎ 083-924-0999

消 費 生 活 上 の 不 安
や 心 配 を 感 じ た ら
消 費 生 活 セ ン タ ー
にご相談ください。

【
相
談
】

　

県
内
で
う
そ
電
話
詐
欺
の
被
害
者
が
ほ
と
ん
ど
高
齢
者
だ
と
報
道

さ
れ
て
い
た
。
離
れ
て
暮
ら
す
高
齢
の
親
が
心
配
だ
。
何
か
対
策
は

あ
る
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
通
話
録
音
装
置
を
取
り
付
け
た
り
、
留
守
番

電
話
や
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
使
っ
た
り
し
て
、
相
手
を
確
認
し

て
か
ら
電
話
に
出
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
伝
え
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

県
内
の
う
そ
電
話
詐
欺
被
害
の
多
く
は
自
宅
に
か
か
っ
て
き
た
電

話
に
出
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

電
話
に
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
通
話
録
音
装
置
を
取
り
付
け
る
と
、

呼
出
音
が
鳴
る
前
に
、「
こ
の
電
話
は
被
害
防
止
の
た
め
、
会
話
内
容

が
自
動
録
音
さ
れ
ま
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
電
話
を
掛
け
た

側
に
流
れ
ま
す
。
会
話
を
録
音
さ
れ
る
と
困
る
よ
う
な
業
者
は
、
通

常
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
中
に
電
話
を
切
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
通
話
録
音
装
置
は
、
電
器
店
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
最
近
は
あ
ら
か
じ
め
装
置
が
組
み
込
ま
れ
た
電
話
機
も
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
困
り
の
際
は
、
柳
井
地
区
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

知
ら
な
い
人
か
ら
の
電
話
に
出
な
い
で
！

う
そ
電
話
詐
欺
に
注
意

特設人権相談所

５月６日㈭　9：30 ～ 12：00（大島庁舎）

問福祉課 民生福祉班　☎ 77-5505

常設人権相談所

毎週月～金曜日　8：30 ～ 17：15（休日を除く）

問山口地方法務局岩国支局　☎ 0827-43-1125

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00
４月 25 日㈰　橘医院　　　　　　　☎ 77-1000

４月 29 日㈷　おげんきクリニック　☎ 74-2490

５月  ２ 日㈰　川口医院　　　　　　☎ 78-0306

５月  ３ 日㈷　橘医院　　　　　　　☎ 77-1000

５月  ４ 日㈷　野村医院　　　　　　☎ 76-0017

５月  ５ 日㈷　安本医院　　　　　　☎ 73-0822

５月  ９ 日㈰　しまかぜ在宅支援診療所
　　　　　　　　　　　　　　　　   ☎ 78-2533

５月 16 日㈰　橘医院　　　　　　　☎ 77-1000
※ 町立病院は、年間を通して休日夜間救急医療に当直

医が対応しています
大島病院　☎ 74-2580 ／東和病院　☎ 78-0310

育児相談

４月 22 日㈭　10：00 ～ 11：30　
　　　　　　　（しまとぴあスカイセンター）

５月 14 日㈮　10：00 ～ 11：30（日良居庁舎）

５月 18 日㈫　10：00 ～ 11：30
　　　　　　　（久賀福祉センター）

問子育て世代包括支援センター Ohana ☎ 73-5511

認知症相談
５月６日㈭　  9：00 ～ 16：00（日良居庁舎）

問地域包括支援センター　☎ 73-5506

こころの相談会
５月６日㈭　10：00 ～ 12：00（久賀福祉センター）

問健康増進課 健康づくり班　☎ 73-5504（要予約）

出張年金相談

毎月第３火曜日（久賀総合センター）
　10：00 ～ 12：00 ／ 13：00 ～ 16：00　　　
※要予約（予約は相談希望日の前月１日から受付）
※ 持参の必要なものがあります。詳しくはお問い

合わせください。

問岩国年金事務所　☎ 0827（24）2222
ちょび塩の日ＰＲ活動
５月８日㈯　8：30 ～ 10：30（マルキュウ大島小松店）
問健康増進課 健康づくり班　☎ 73-5504
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周防大島町交通事故発生状況 
（令和３年２月末現在）

人身交通事故
件数 死者 傷者

４ ２ ６
前年比

＋２ ＋２ ＋３

物損事故件数
４１ 前年比 ＋６人の動き（４月１日現在）※増減は対前月比

人　口 １５，０３８人 （114 人減）

男（日本人） ６，９１８人

女（日本人） ８，０１３人

外国人 １０７人 （２人減）

世帯数 ８，６７６戸 （53 戸減）

〈人口増減内訳：日本人〉
増：出生 　 4 人
　　転入    47 人  小計   51 人
減：死亡    39 人
　　転出  124 人  小計  163 人

【訂正】広報令和３年３月号に誤りがありま
した。訂正しお詫び申し上げます。
○農業者年金に加入しませんか？（６ページ）
　〈誤〉120 万円までは非課税
　〈正〉110 万円までは非課税

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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浮島地区海底送水管の供用を開始しました

　４月１日、柳井地域広域水道から受水した水道水を浮
島地区へ送水する海底送水管の供用を開始しました。
　海底送水管の延長は 3,765 ｍで、新たに配水池とポン
プ場の建設や送配水管の布設も行い、平成 28 年から５
カ年の総事業費約７億 4,400 万円で完成しました。
　これまで、浮島島内の地下水源の水量不足や水質悪化
により、節水にご協力をいただくなどご不便をお掛けし
ていましたが、今後は安全・安心な水道水を安定的に供
給し、快適な生活環境づくりや周防大島の重要産業であ
るイワシ網漁の活性化に寄与するものと期待します。

ポンプの制御スイッチを入れる藤本町長

工事の様子（陸揚げ） 工事の様子（海底埋設）

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


